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第一章　寛政改革の素因
第一節　田沼時代
　　　　　　第一項　田沼時代といふの範園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テギツグ　田沼時代といふ麟はb若し其範園を狡く定めれぱ、田沼意次
が老中格となつナこ、明和六（1769）年から其職を概がれた天明六
（1769）年迄、と限るのが至當である、而し本論に於ては唯聡呼
と記憶との便利の爲め、假に斯く名づけπのであつて、其含む
　　　　　　　　　　　　　　　　ハゆ　　　　　　　　ナリ所は、將軍に就ては、九代家重十代家治十一代家齊に、年號に
就ては、延享二（1745）年家重の就職から、天明七（1786〉年迄に
跨つて居ること帥ち其中心は寳暦明和安永天明、恰度初代川柳
の全盛時代であることを断つて置く。寛政改革といふ餅も、ほ
ぼ同穣の理由で、天明七（1786）年から寛政五（1793）年に至る七
年間、將軍家齊の輔佐の任に在つて、松導越中守定信＝樂翁の
爲しナこ弊政改革、及び其精神の行はれた享和（1901）頃迄の施政
を詣していふのである。
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　九代將軍家重一嫁重は徳川中興の英主、史家の所謂享保の
治を爲した、八代將軍吉宗の長子で、享保九（1724）年十一月世
嗣となり、璽＋年元服して西の丸に入弧延享二（1745）年九月
父の職を餅するに及んで家を縫ぎ、十一月九代の將軍となつた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トモリのであるが（時に年珊五）、酒を嗜み、内寵多く、口が訥であつ
て、蝕人には其語が解せられす、老中以下事を上申するには、
　　　　　　　　　　　　　スケ常に其側に在つた大岡忠光（忠相の同族）に、取次を頼まなけれ
ばならなかつた、されば寳暦元（1751）年吉宗廃去後、家重の漸
く政に倦むに及んで、忠光の威勢は旭の上る如く、其年一萬石
を領して大名の列に入り、四年若年寄、六年側用人、從四位下、
二萬石に加封、武州岩槻の城主となる、i其頃から幕府の綱紀は
弛み、賄賂は公に行はれ、士民は唯蕃移放逸を事とした、後年
の田沼の棄鼠時代は、畢覧此欺態を増長振大したに過ぎぬとも
いへる。
　十代將軍家治一家治は家重の長子、幼より鏡敏で丈武の業
を働み、深く」租父吉宗の愛する所であつ泥、寳暦十（1760）年父
家重の後を縫ぎ、九月廿四歳で將軍の職に就いた、（家重は翌寳
暦十一年西の丸に琵去）、家治は上下の綱記を振興し、租父享保
の治1二復するの志を以て、属々諸役人の解怠を戒餉し、又武技
をも奨働しナZが、惜しい哉、一・つの宿癖があつて、極めて眠近
の士でな1δれぱ、封座談論するを好まない、老中等に事を命ウ
るにも、総て近侍をして復命せしむるを例としたから、側用入
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の権勢は日に月に増大し、其中に就て寵を專らにし泥のが、忠
　　　　　タザヨシ　　　　　　　テキヅグ光の子大岡忠善と、田沼意次との二人であつた。
　　　　　　　　　サガラ　意次の素生一遽州相良の城主五萬七千石田沼意次、其素生
　　　　　　テヰユキを正せぱ、父意行は紀州藩の小役人に過ぎなかつたのである、
意行は吉宗が紀州から入りて將軍となつた際、之に雇從して幕
府に仕へ、從五位下に叙し、主殿頭に任ぜられた、意次は幼時、
吉宗の澄子家重が西の九に在つた時、小姓となめ、享保背（17
35）年家を縫いで六百石を領し、家重が將軍となるに及んで、
　　　　　　　　O　O　O
之に從つて本丸に移緩小性組番頭から側衆申次に進み、次第
に封邑を加へられ，て、寳暦入（1758／年に、途に一萬石を領し、
遽州相良の地を賜はる、家治が職を縫ぐに至つて釜々親任せら
れ、朋和四（1マ67）年側用入とな弧二萬石に加封、城主に列せ
られ、相良城を築く、大岡忠善が職を罷めてからは、意次專ら
事を用ふ、朋和六（1769）年老中格侍從、五千石那封、安永元（1
772）年老中に進み、途に五萬七予石を領するに至つた。
策二項　田沼一門の威勢と流弊
　意次のいふことは何でも行はれるといぶ有様、弟の意誠は一
　　　　　　　　　ヲキトモ橋の家老となる、子の意知は若年寄となる。
　意知一意次の子意知は、寳暦十四年改元明和元（1764）年の
　　　　　　　　　　　ハツメ　ミエ正月に、需軍家治に量形で初目見の禮を執転菊間橡顛詰とな
套、朋和四年十二月大和守に叙欝、次いで播磨守、後ち山城守
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と欝するに至つた、同六年九月溜間詰とな帆天明元（1781）年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノボ十二月奏者番に進み、同三年十一月途に若年寄に陞つて、塵米
五千俵を賜はり、其権勢は却つて父にも勝つたといふ。
　　　　　　　　　　　　　　テキノサ　姻戚一水野忠友は意次の第四子意徳を嗣養子に貰受け、頓
て老中に推暴せられた、太田資愛は其の女を意知に嫁がせ、間
もなく若年寄に推畢せられ泥、斯の如く田沼の一族は皆要職に
在つて、天下大小の政務は、皆其の手で取扱はれる。
　門前の市一されぱ諸侯を初め、少しでも榮達叉は講託を望
む者は、渠の勢力を頼むの外なく、其門前の市をなした模標に
就て、次の如き記述がゐる（辻博士田沼時代）
『李生田沼の家へ御機鎌偲に行く者は大層なものであつた、甲
　子夜話を書いた松浦静山が二十歳の頃、田沼の家へ御機簾伺
　に行つたことがある、其時の事を記してあるのに、松浦は田
　沼の屋敷に行き、大勝手の方へ這入つた、其所は三十蝕聲も
敷ける厨であつた、大抵の老中方の坐敷は、一列に蛇んで障
　　ウシロ紙を背にして坐つて居るのが通例であるのが、田沼の坐敷は
爾側に居蛇んで、それでもまだ人敷が蝕るので、後にまた其
聞に幾筋も拉んで、荷それでも人が鯨つて、叉其下の横に居
拉んで、両蝕るのは坐敷の外側に、幾人も拉ぷといふ風であ
　る中略・何れも刀は次の間に脱いて置くのであるが、何十振
　とも知れす拉んで・宛も海波を描けるが如くであつた、叉或
時田村の公用人三浦庄二といふ着に用を頼んで、取次を以て
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主人の面會日に三浦に逢ひセいと申入れたところが、只今御
目に懸りましやう、然しながら表の方へ出ますると、御客の
方から取憲かれて、なかなか急に謁見が叶ひ難い、何卒潜か
に別席へといふので、松浦は別席へ案内せられた、陪臣の身
で堂々たる大名を此の如く扱つたのである云云』
賄賂の山一賄賂は家重一忠光時代から公然に盛に行はれ
で居たのが、田沼時代には其頂上に達したものらしい（同書）。
『田村が盛んな時代には、御追從に日勤する者が多かつた、朝
夕行く者も、日に三度行つて安否を問ふ者もあつた、大老井
　　　　　　　　　　　　　　オも伊直幸が其地位を得るには敷千金、怨の松季正允が老中とな
　らうとした時には敷百金を賂つて、其目的を達したといふこ
　とである中略、（其他）諸家力》ら賠る品々は、皆さまざまの意
匠を凝らし、それぞれ心をi藍くしたものである、或る家から
は中秋の宵に島毫を賠る、或る家からはそれに負けまいと、
　　　　　　　　　　　　　キス小さい青竹の藍に、濃測たる大鰭を七入尾も入れて、野楽を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コガラ　　ッラヌ少しばかもあしらひ、青抽子を一つ附け、描子が小柄で貫い
てある、その小柄といふのが後藤の彫つた天下の逸品で、便
　　　　　　　　　　　　　　　　マグロは敷十金の物であつた、ヌ或る家からは鮪を二尾竹藍に入れ
　　　　　　　　　アタリ　　ホて賠った、意次が暑氣中で臥て居る折、御機鎌伺に來た便の
者が、田沼の家來に、殿は此頃何を玩び給ふやと尋ねたとこ
　　　　　　イハセキシヤウろが、近頃は岩石菖の盆を枕邊に置いて観られると答へた、
すると、それから二三日の間に諸家から持込んだ、大小種々
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　の岩石菖が、大きな座敷二つに隣間もなく拉ぷ程になつて㌔
　　　　　アグ　取扱ひにも倦んだといふ。
　　田沼ぱかりでなく、その下僚も皆同穣であつた、勘定奉行
　某の所へ、京人形と表書した大きな箱を贈つた者がある、蓋
　を開いて見たら、内からは立派な衣裳を着飾つた美人が現は
　れ出た、即ち生きナε人形を賠つ詑のであつたと云云』
　此記述に困つて忽ち追想することがある、蝕が北京に在住し
て居ナε時、其邸宅の四五丁先が慶親王の屋敷であつた、或る日
のこと、支那流のラツパやドラを先に立たせね、立派な女乗物
が其屋敷へと昇ぎ込まれた、後にボーイの談によつて、それは
女を賠物にするのであることを知つたことがある。
第三項　田沼一門の没落
　佐野一門は多年の暴政で人氣の怨府となつたのみならす、叉
其專横不正な塵置の爲に、下役入等の恨を買つたことは少くな
　　　　　　　　　　　　　　　マサコト　　　　　　　　ヲキトモい、其中で新御番役の佐野善左衛門致言といふは、意知に佐野
家の系圏を貸して夫れ切り取られた弧領地にあつナa佐野大明
紳といを勝手に田沼大明神と改められたり、將軍の供をして鳥
　　　　　　　　　　　　ヤヅケを射止めたときそれを佐野の矢付でないとして功を没せられテZ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カタ勢、推暴榮達を謀らうと総して激百爾の賄賂を騙り取られセ）
しナZ無念が積り積りて、途に天明四（1784）年三月廿四日、意知
を殿中で斬付け肩先に一所、爾股に各一ケ所の重傷を負はせ、
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意知は其爲に廿六日に死亡し、善左衛門は四月三日獄中で切腹
を仰せ附けられた、時に年二十八、屍は菩提所なる淺草の徳本
　　　　　　カネ寺に葬つたところが、預て意知等を悪み、善左衛門の庭置に同
惰して其墓へ墾る群衆は、寺肚奉行から止められても日に日に
増加するぱかりで、世直し大明神と崇められた、其頃これに關
し沈落首や流行唄や、將門秀卿時代世話二挺鼓といふ京傳の黄
表紙など澤由ある中に、次のやうなのがある。
　1　斬られたは馬鹿年寄と聞くとはや
　　　　　　　　　山も御城も騒ぐ新番
　2　山城の城の御小袖血に染ミて
　　　　　　　　　赤年寄と入はいふなる
　3　おらは田沼を憎むじやないが、ザンザ
　　濁息子も殺された、オヨ佐野シンザ
　　血ばザンザ　よい氣味じやエー
　　　　　　　テヰツグ　意知の模死は即ち意次失脚の端緒を開い泥ものであつテ銑僅
一年を隔てセ、天明六（1786）年八月、將軍家治の病やや篤きに
及び、同月廿日老中の職を褥がれ、九月家治琵去家齊統を受く
るや、封二萬石を削られ、翌天明七年在職中の不正暴露して、
更に二萬七千石削去の上、致仕蟄居を命ぜられ、特志を以て意
　　テキアキ知の子意明に一萬石を賜はり、封を陸奥國下村に移されナZ・斯く
なつては人情掌を覆へすが如く、從來意次に親しんだ者も復た
も寄附かす、水野忠友の如きは、嗣養子意次の第四子忠徳を離
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縁して、交を絶ち、かくて意次は年七十で天明八年七月に、此
世を去つ沈。
第二節　士風の磨頽
　田沼時代の士風が如何に磨頽して居たかを知るに足る材料は
豊富であるが、其中で本論に關係の多い、留守居、旗本御家人、
附け加へて、札差即ち藏宿のことを略述しよう。
第一項留守居
留守居といふに二大麗別がある、一は大奥の留守居（叉奥年
寄、留守居年寄とも稽す）を指して言ひ、他は諸侯の外交員を
指して言ふ、愛に述べやうとするのは後者である、慶長十八（1
613）年二代蒋軍秀忠の時、藤堂高虎始めて之を置くと云ひ、或
は島津侯の創意に出づと云ふ、いづれにもせよ其頃から起つ沈
ものであるらしい、諸侯の江戸にある上屋敷に住み（藩邸常住）、
幕府と其藩との間に於ける公務を掌り、兼ねて他の諸藩との交
際の任に當たることを識として、古参の者は之を先生と呼び、
新参の者に劃して、非常の権威を振ひ、寄合と名ける宴會にて
も、先生は上座に席を占め、以下順位正しく、渠等は袴羽織で
あるに、新参は未席に於て、上下を着けて居たといふ、次第に
其風儀が壌頽して、事務の打合せと云ふは名ぱかり、實は豪遊
を事とし、花街を横行し、驕奢に耽ける一端として賎のおだ懇
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に、次のやうな記事がある。
『渠等の寄合と欝する會合は、出入の料理屋を以て其場所に充
　て、必す二組も三組も、贔屓の藝者を呼んで、盃盤の間を斡
旋させる、それが毎日のやうに績き、時には一日の中に、ニ
　ケ所も三ケ所も重なる、二汁五茱には山海の珍味を選み、景
物の焼物や引物には、此上も無い贅澤を極はめ、それにさへ
飽いて、家の者さへ鯨り喜ぱす、其儘腐らせてしまふ始末、
芝居も交際には必要であると、場駈を十間も十五闘も廣々・と
　打抜き、酌取には例の藝者を呼んで、明けても暮れても酒宴
　遊興、四季を通じて二日醇、其費用は一切主人持ち』
　以上は寛政改革後、また昔に戻つナこ文化文政度の史實である
が、改革前の留守居の風も、ほや同一であっナa。
第二頃　旗本御家人
前述賎のをだ1巻に
　　　　　ハ　ヤ『さて三味線の流行りたる事、おびた㌧・しきことにて、歴存の
子供惣領より初め、次男三男三味線引かざるはなし、野も山
　　　　　　　　　　　　　　　　アグク　　シタカタも、朝よう晩迄、暑の絶える間はなし、此上句，下方といふ
者になりて、歌舞伎の芝居の鳴物の拍子を、素人が寄りたか
りて打つなり、其弊止みがたぐて、素人狂言を企て、勝々の
屋敷々々にて催したり、歴々の御獲本、河原者の眞似して女
形にな外立役敵役にて、立ち騒ぐ戯れなり中略岡房に聞苦
ユ0 寛政改革と柳樽の改版
　しくて、其頃はさても迷惑したる事な弧寛政御改正よ外
　か、る不正の事は一切止ミ沈り』
　と記してある、これは事實を直爲したものに相i違ない、更に
具騰的の例を（辻博士の田沼時代から）拾つて見よう。
（1）朋和元（1764）年十月七田、書院番木造七左衛門、京極伊兵
　衛、爾の丸小姓宮城仁十郎の三名、翻遊山で泥酵し、同行者
　小姓紐杉厭七十郎の墜落したのに氣附かす、且つそれを慮蔽
　しようとしだ爲め士籍を除かる。
（2）同三年九月廿三日、小普講組外村大吉、常々博変宿を爲し
　たるなどの罪で斬罪。
（3）岡瞬年七月廿一日、小普講遠藤甚四郎、駈落をして來た女
　　　カクマ　郎を隠i匿ひ、加之其駈持金を借倒した上、に虐待した餐でi遠流。
（4）同五年七月廿二R、小普講紐荒川八三郎、吉原の焼跡見物
　に出掛け、役名を詐稽した爲めに追放。
（5）同年十月五日、大番の下枝釆女、賭博、芝居の眞似、三味
　線揮、祭禮の練物で踊などをした上に、喧嘩に負けて負傷し
　ナこといふ不行跡の件で遠流。
（6〉同七年十月、元甲府在勤の佐々木市五郎、泥酵の上、深更
　に酒屋を起こし、些細な事から刀を祓いて暴行に及んで、却
　つて番頭に叩き伏せられたといふ不始未で遠流、後減じて中
　追放。
（7）安永元（1772）年八月十一日、小普請宇野市十郎、小姓組中
第 章　寛政改革の素因 1工
　崎左門、無刀の儘爾國邊の女郎屋で遊び、酒狂に乗じで家財
　など打壌はした爲め入牢、後追放。
（8）同年同月廿三日、大番組松李荒之助、同じく酒狂獲籍の餐
　に因り遠島。後減輕にて中追放。
（9）同二年四月七日、小普講花房五郎膚衛門、病氣鉄勤、全快
後も出仕せす、遊所通ひをした上に、女郎を誘拐した罪で逡
　流。
（10）同年九月廿七ロ、小普請猪飼五郎太夫、駈落して家た女郎
　を家へ納れ、江戸沸の刑状持庄左衛門と云ふ者と談合して、
其女を他へ隠し、事に因て庄左衛門を斬殺した罪で遠流。
（11）同五年七月、小普講榊原吉十郎、その弟鐵次郎が酒狂の上
　で、不怨池畔の蓮切人足の小屋へ暴ぱれ込み、多勢に無勢、
却つて人足に叩き殺されたのを秘して居た爲め閉門。
ノU2）同八年八月四日、小普講組須摩良川、折々女郎屋で町人と、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソヤノ其頃流行のメクリカノソタの博変を打ち、剰へ町人の伜を嫉か
　して親の金を盗み出させなどした轡で、連累の大橋傳七郎、
伊藤勘助と共に遠流。
113）天明元（1781）年二月十七日、本庄已之助と云ふ者、常々メ
クリ博変を打ち廻はり、或る賭場で喧嘩が始まつて、怪我人
　の出i來た際、連累とせられることを恐れ、自ら髪を剃）逃げ
　隠れ，て居た罪で遠流。
114）同五年十月廿五日、遊女綾衣と心中した寄合（役名）藤枝外
ユ2 蒐政す更車と梛季璽：の改版
記の勝旗没牧。（箕輪心中　流行唄何の五千石云々〉
（15）寛政二（1790）年二月三日、中奥御小姓大久保榮吉蹄宅の途
中雇人髄の者二十人程の狼籍に逢ひ切捨にもすべきに其儀に
至らす不甲斐性な蔭と餐を受く（御書付留58）
第三項　札差即ち藏宿
　札差即ち藏宿といふは、武士に代つて豫米の受取方』叉は責
捌方を扱つた商人である、江戸の外では田安一橋の二卿並に甲
府及び加賀の藩ばかりにあつたといふ、江β幕府の米塵は隅田
川の東岸、今の淺草片町の高等工業學校から元町の電燈會吐の
間に建列ねられ、慶安（1648－51）の頃から札差を業とする者を
生じた、而しそれを株式として員敷を百九人と限つたのは、大
岡越前守が奉行の職に在つた享保九（1724）年である、旗本に塵
米の受取手形が渡ると、其の人名を書して之を割竹に挾み、藏
　　　　　　　サ役所の藁づとに挿したところから、札差といふ名繕を生じ、叉
の名を藏宿とも軍に宿とも総へた、藏宿の得る手敷料は線米百
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、俵帥ち三十五石に付き、受取方金一分、彿米口銭二分の定めで
融通金の利息に至つ℃は、規則上制限はあつても實際には相封
で勝手な高利を貧つたのである。旗本御家人等が馨修放琢に其
日を明かし暮らした資財は、何駈から得たか、三昧線が出來て
シタカタ　　スケ
下方の助に行つても、ヤツと茶飯にありつくくらゐ、親類や友
遷は右同然の輩ぱかりで、頼みにならん驚留ち渠等は線来を権
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保にして藏宿から金を借りπのである、川柳に曰く。
立入つた話の多いお藏前
　　　　チヤウハツ藏宿へ來て長髪の割り口説き
　　　ヒきサ　　フタリ藏宿に一人か二人ウヂウヂし
藏宿は二分づン玉に疵を付け（沸米口銭）
　　　　　　　　　　　トコ御藏前数へて居ても貸さ鍛所
百九軒ながらが留守といふ所（札差百九人）
　借りられるだけ借りる、あとは貸さなくなる、牧入は無い、
困窮の極は家族の生計子弟の激養すらも出來なくなつナこのであ
るo
第三節　災攣と盗賊等の横行
　田沼時代の人民は、暴政に苦んだ上に、天災地鍵の頻駿、叉
それらの爲に増加する盗賊其侮の犯罪に因て、甚しき害を破つ
たのである。
　　　　　第一項天災地攣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ（1）寳暦元（1751）年○二月廿九日京都大地震○北國紅雪雨る〇
　四月廿五日越後大地震、死者16300鯨入〇六月廿日八代將軍
　吉宗麗去。
（2）寳暦二年○加賀の逆臣大槻内允及ぴ碑淺尾等詠せらる。
（3）寳暦三年○夏より九月まで麻疹流行。
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（4）寳暦四年○此年頃より、江戸連年大火。
（5）寳暦五年〇六月肥後洪水〇七月十三日津輕に雪降る。
（6）寳暦六年○元日長崎大火〇七月一日近江地震〇十月四日山
城洪水〇十一月廿三日青山火事。
（7）寳暦七年〇四月東海北陸二道洪水〇七月十一日糀町火。
（8〉寳暦八年〇九月廿五日大阪電降る○同日江戸目黒殊泉寺出
火。
（9）寳暦九年○加賀金澤大火、城櫻城下蕩蓋〇十一月昔三日幾
　内大風雷。
（10）寳暦十年〇二月四日家重右大將に轄任○此日赤坂今井谷よ
　り出火品川邊迄延嶢○同月六日（後見草作七9）勅使饗懸の能
　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の樂あるべき日紳田族籠町の紳温へ悪蕪放火深川迄延嶢O其夜
ヌ芝出火○焼失町敷二百蝕、落首に
　　　　　　　の　　　　　　　の　の　の　　左右よリヒの出をアフグ右大將
　　　　　　　　　　の　の　の　の　の　の　　　　　　　　　ヶフオホヤケの御代ぞ目出度き
　　　　　　　　　　　ハヌレ　〇四月家重致仕、十代家治。
（11）寳暦十一年〇六月十四日家重嘉す。
（12）寳暦十二年〇二月十六日江戸三田より芝神明迄焼失○同月
廿三日奈良火災〇七月廿三日桃園天皇崩去壽廿一〇十一月廿
八日大阪大雷。
li3）寳暦十三年〇十月六日名古屋火災。
（萄寳暦十四改元朋和元（1764）年二月廿日紳田由火日本潟迄延
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　焼〇四月七日朝大阪にて、鐸人鈴木傳藏（後見草作茂市）、朝
　鮮の使節上官崔天宗を刺殺し、次て刑せらる〇十二月より翌
　二年正月に跨り、上州及び武州の農民、二年四月の東照宮法
　會に關する賦課問題に不服、蜂起、大騒擾。
（15）明和二年〇七月三日幾内近江伊勢紀井播磨大風雨〇九月廿
七日座頭金高利貸禁止。
（16）明和三年○春江戸御藏門徒宗に因り多数刑死○津輕大雷地
震火事、死者多し〇七月十二日大阪大雷雨電、寒さ冬の如し
　○淡路旱魅。
（17）明和四年〇七月二日尾張三河海盗れ人畜多く整る○八月廿
　一日（或作廿二日）勤王家山縣大戴藤井右門見ぜらる○夏の末
　より秋に跨り慧星現はる。天中に怪しき物ありて絡に書ける
庇の如しと前書して何人か
　　　　　　　の　の　ぐン　　君が代はクサキもなぴく箒星
　　　　　　　　　　　　　の　の　の　　　　　　　　　天下太李プウン長久
○秋江戸に髪切とて髪の元結際より切取る悪戯流行る（後見
草）○八月廿六日大風深川舟三間堂崩る〇九月威冒流行。
（i3）崩和五年〇三月十四日大阪火災○山城鳥羽東寺洪水○八月
　ヵネ豫て苛政に苦める佐渡の農民六萬鯨蜂起、島麹りの旗本及び
佐渡奉行を焚殺し、大騒擾。
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロノ（19）明和六年〇五月三日京都及び諸國毛降る、長さ七八寸色臼
　黒10七月慧星現をよる。
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（20）明和六年より七年に跨り、上方筋に於て、村民屡々徒窯を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タウサン組んで張訴を爲し、また相謀つて村里を出奔（逃散）する着多
　し。
（21）明和七年〇六月、星月を貫き旗雲見ゆ〇七月廿入日甲斐國
　より北方に赤氣見え東方に亘る、夜に入り光輝彊く近國に映
　す○京師及び幾内六十蝕日の旱魅、七月に至り井水蓋き、野
　に青草無し○其頃仙洞御駈工事中怪風起り、舞ひ上がる木屑
塵埃、遠く望めば炎上の如し。償形の怪物敷個塞中を飛ぷ〇
九月疫病流行死者多し〇十一月廿日輝譲後桃園天皇践扉。
（22）朋和八年〇三月廿七日京師大雨鴨川汎濫、彦根電降る〇四
　月四日東海道雪降る〇五月旱魅幾内以外植付け不可能。
（23〉明和九改元安永元（1772〉年〇二月廿九日、目黒行人坂大圓
　寺所化長五郎坊主物置く放火（燕1582蜘蛛の緯怨）、翌舟日及
ぴ三月朔日まで、三日に亘る明暦以來の大火災、嶢失町敷62
8、怪我人6168人、死者の数不明〇四月より諸國疫病流行〇七
月三日肥前肥後筑後大洪水人畜多く死す○八月一日駿遠豆相
武大風雨○八月二日江戸大洪水○同月廿一日近江美濃備前讃
岐大風雨人畜多く死す。
（24）安永元年（1772〉、明和九は其暑迷惑に通する兇年、十一月
十六日安永と改元。落首。
　　　　　　キノ　フ　　　明禾ロ九も昨日を餐艮り今日よりは
　　　　　　　　　　　壽命久しき安永の年
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　　年號は安く永しと攣はれども
　　　　　　　　　　シキ　　ジキ　　　　　　　　　諸色高直今にメイフク
（25）安永二年〇三月頃より諸國疫病流行〇三月天皇庖瘡御儲○
江戸のみにても三月より五月迄の間に、死者凡そ十九萬人○
　　　　　　　　　　　　フ六月伊勢美濃洪水、美濃沙降り、淀伏見洪水〇七月八日よb
十二日まで幾内大風雨洪水、十五日に至り行族閉塞〇十一月
八日より、飛揮究民強訴大騒擾、元和幅武以來、初めて土民
　に向つて鐵砲を放つ、：後首謀四人礫、十二入獄門、一人討首、
十三人遠流、以下それぞれ庭刑。（後見草作四年）
（26）安永三年○復た疫病流行、仙壷領氣《111一郡にて病者13473
人、死者2107人〇六月六日江戸落雷三十七ケ所○同廿三日京
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アパ師擾津近江大風雨、石を飛ぱし、樹を抜き、家を登く〇九月
十九日高野山炎上，
（27）安永四年○八月一田日食。
（28）安永五年〇四月十三日天皇麻疹○此月より諸國亦麻疹流
行。
（29）安永六年〇二月三日、信州高井水内二郡の百姓、納税延期
強訴の爲め、一揆大騒擾〇十月十三日身延山炎上〇十二月廿
七日黒谷光明寺炎上○伊豆大島噴火（一説安永七年暮）
（30）安永七年〇六月肥後海水暴溢〇七月一ロ京師大雨二日洪
　水。
（31〉安永八年〇四月…日三府寒さ冬の如し．伊勢及び北國雪、
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　同三日江戸電降る〇七月幾内洪水○八月十四日東海東山北陸
三道洪水〇九月櫻島大墳火十月に至る、死者16000、牛馬勢
　る、もの2000鯨、紀井土佐伊勢及び東山諸國茨降る〇十一月
後桃園天皇崩御、光格天皇暖昨。
（32）安永九年○二月森雨、寒さ嚴冬の如し〇六月二日京阪大雷
雨、氣候初多の如し〇九月、曉に金銀星開蓮星現はると樗し、
　三府の民孚つて之を祭る○此巌（葺80）より京都の婦女管笠を
壌め日傘を用ゆ（第五籔第二項踊子、武野俗談の條比較、江
戸の踊子元文中（1736一）既に之を用ゆ）
（留安永十改元天明元（1781）年〇九月風疾流行〇十一月大坂大
火○此歳上州絹糸改役所大騒動（八月中？）
（34）天朋二年〇二月二日幾内暴風〇七月十四日武相二州大地震
箱根山崩る○八月四日江芦海水暴盗死者多し。
（35）天明三年〇五月草津温泉熱湯に激攣し浴客燗死、雨夜には
畑を生す〇六月廿八日北陸西海暴風、廿九日信濃上野灰降る
○此月諸國寒氣彊く綿入を着る〇七月一日幾内北陸東山の諸
　山鳴動、六日信濃上野大震、…響き雷霊の如く砂礫雨下す、七
　日自書暗夜の如く、淺間山及び草津山大噴火、焦茨降り、八
　日増々甚しく、九日熱泥沸跳、利根汎濫、死者四萬蝕、畜類
無算、縦廿五里横七八里が間嶢失一物を留めす、江月此時茨
降ること雪の如し○去年より六七年迄、有名なる天明の飢鯉、
今年八月特に甚しく、津輕弘前の如き、郡内の餓死81702人、
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高山彦九郎道に迷ひ、或る人家に立入与見れば、たW累々た
　る白骨のみあうしと〇九月信州の究民強訴。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テキトモ（36フ天明四年〇三月廿四日、佐野善左衛政言、田沼意知を殿中
　に斬る○巽b歳も諸國飢饒，
（37）天明五年○正月廿七日幾内大雷雨〇六月諸國旱魅〇七月大
阪大雷雨○八月十二日幾内東海大雨洪水○稻葉小信庭刑（後
見草）
（38）天明六年○正月、朔ロ食、廿二日湯島天紳下より出火深川
迄延嶢〇五月江月霜降る〇七月十二日、東山道大雨水、十七
　日武州熊谷堤決潰（一説六月十七日）爾國を除く外、橋皆落ち、
江戸開府以來の大洪水〇九月八日家治嘉す。
（39）天明七年○正月六日家齊十一代賂軍と爲る〇五月、十日大
阪町人蜂超十二日に至る、米問屋を打ち殿はすこと百二軒鯨、
京、奈良、伏見、堺、山田より遠きは甲府、駿河、廣島、九
州方面まで蔓延。十八日より廿二月に亘り、江戸にては、鳶
　盤の者五千蝕人、怪力を有する一美少年に指揮せられ、市内
　　　　　　　　　　ヅキゴメ四十有蝕町内の、米屋春米屋一軒残らす打ち段はし了る〇六
　月、諸國會L饒、此月十九日松ZF…定信（樂翁）老中と爲る。
（40）天明八年○正月晦京師大火、焼0191000鯨戸、皇居亦炎上
　〇四月十一日光り物艮より坤に飛ぷ。
（41）天明九改元寛政元（1789）年〇六月中旬三日間大雨京師等洪
水〇十二月賢二日大阪大火、
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第二項　盗賊等の横行
　かく打績く天災地愛の爲に、人心の不安動揺は其極に達し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス　リ　　オシ之に加ふるに糞員の取締は叉不備不徹底であるから、巷賊、押
コモ　　　　　　　　イスリ　　カタリ　　モチニゲ込、追剥、恐喝、騙取、拐帯、略取、強姦、其他の犯罪の頻登
するのは當然の饒結である、統計などは元よりないから、後見
草の記遽を二三抄録する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くンくン『盗賊は古今に通ぜし大罪なるに、巾着切といへるスツパども、
　臼書に路行く人の後に廻り、ウツケ男の着したる胴織の下へ
　忍び寄帆己が頭に是を被ぶり、腰に下げたる中養胴藍の類
　を盗み取り、シタリ顔して連立ち行き、叉奪ひ難きと見ると
　きは、己が友達云ひ語らひ、イサカヒに事を寄せ、或は打ち
　合ひ叩き合ひ其虚に乗り、何にてもあれ奪ひ取りては逃出し、
　　　　　　　　　ニミ　往來の人と顔見合はせ、笑を含み別れ行く其の有様の傍若無
　人、外に何かは侍るべき、好事の者ども云ひ語らひ、今旺叉
　スリ共の物盗むさま見ぱやとて、茶屋なんどに休らひ打見侍
　るも揮らす、其事の現然たる、如何にや々々々々と寄集り、
　大息する人多かりき、かくばかりなる僻事を、卑官共の見聞
　きながら、：知らぬ顔にて打過ぎぬるは、怪しカ》りし事共なり。
　（第一項23所載目黒行人坂よりの大火の折には）取飢したる中
　なれをよ、盗賊はβ芽を手尋て貝才寳を盗取り足早1こ赴ぐるもあ1》、
　叉見付け田されて打叩かる、もあり云云。
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（33所載上州絹蓮上に關する暴動の）後には盗人立炎り物盗み
　　　　カツラで、其爲に髪を懸けて量となり一番に躍入り、叉危しと見る
ときは引きかなぐつて袖に隠し、富豪の家を撰み、指圖して
壊ちに壊ちしよし云云。
（35所載淺間噴火大混雑の）折しも、近國近郷のあぷれ者共、
能い幸とや思ひけん、東西よら騙集り千人蝕り徒蕪して、餓
　　　　　　の民なりと傭りて、其所此所の富豪の家を聞出し見出して、ヒ
タ壊しに打潰し、金銀米穀衣類まで我一に奪ひ取り云云。
（36所載天明四年飢饒の際）秋も暮れ冬の初に至る頃、御府内
の彌々何某の寺何某の家へ、刀脇差抜き連れて、夜盗敷多打
連れ立ち押込み物を奪ふのよし、口々に云鯛らしたり、後に
　クルワは御廓近くの小路にして、誰彼が衣剥がれしなど、誠しやか
に風説せ弧是を聞く人毎にアナ恐ろし、左榛の憂目に逢は
んは叶はじものと喧しく、夜は出歩行く人もなく、さしも繁
花の江βの町、往來も少く侍りたり云云。
（38所載火災水災後）悪蕪の多けれぱ、人々家居守り居て狸に
窺行すべからすと、公よわ鯛れ給へぱ、出で行く人も無かb
、故、さしも繁花の御府内も、ニタ月ぱかりの其内は、片田
含を見る如く、淺間しくこそ見えにけれ云云。
（39所載天明七年の江戸の打壌しの）後には盗賊加はりて金銀
衣服の類まで、同じ様に奪ひ取りぬ、斯くあ勢しこと三日に
及び鳳云云。
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（其際）大名の御米を迎へ取ら給ふにも、警固の薄かりしは、
途にて奪ひ取るの由申鯛らし侍るにより、僅か車一二輻に積
載せたる扶持米に、武士四五十人前後を園ひ、いかめしげに
曳きたりける云云』
第四節　賭博の流行
　賭博は如何なる國、如何なる時代にも行はれはするが、我國
の近古では、田沼時代が最も盛んであつナZらしく思はれる、i其
傍謹の一として後見草に次の記蓮がある。
　『博変は重き天下の御鋼禁なるに年毎に霜月酉の日は大鳥大
　明神の御祭禮とて千住淺草の爾所の肚頭其路々所せくまで敷
　物をしき莚をはり丁孚樗蒲一なんど云博変の場所一里除りも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　ロ　の　ロ　建連ね中略夫れのみならす御廓近き辻々にてお花ヒッペカシ
　　　　　　　モンツケ　（本節第三項乙紋付の條比較）など名付けし博変書も揮る景色
　なく夜は燈火高く照し其所此肺こ其揚所を設く往來の入此に
　立寄り賎しからぬ者迄も打交り群れ居る事霧し云云』
　賭博の方法は極めて多種多様であるが、采を用ひると・カノソ
タを用ひると、抽籔又は之と類似の方法を用ひるとが・其重な
るものである（第四章第二籔第一項比較）
第一項釆
采は』叉、審、纂、毅、毅子、角子、投子、頭子、骨子とも書
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き、大小は不同であるが、ほ）曲尺四分位の六面八角の象牙又
は鹿角などに、一の裏は六、二の裏は五、三の裏は四の目を刻
したのが定型である、之を一天地六南三北四東五西二と云ふ、
采を用ひる賭事は、采ばかり用ひるのも、盤又は給を併せて用
ひるのも、古くは共に墾六＝壁陸（握塑、長行局）須久呂久と欝
へたらしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホハン　　　　ハ　ラ　起原　は和漢三才圖會類要に、天竺より出づ、淫薬経に波羅
ミツギ
密戯と名ぐるもの是なり、と云ひ之を印度にありと爲し、支那
　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ　ギヘの傳來に付ては、通鑑集寛に、號して雅戯と爲す、西竺に始
まり、曹魏に洗れ、梁齋階唐の聞に盛なり、と云ひほや之を三
國末六朝初期にありと認めて居る、佛藪東漸の跡と比較すれぱ、
相當根擦のある説らしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キピノマ　ミ　ロ本への傳來　を聖武天皇天李七（735）年吉備眞備唐より館
朝の籔にありとするは、全く附會の説で、日本紀懸三十三、持
統天皇朱鳥三（689）年の條に、墜六を禁断す、と朋記せられて
ある、此鮎から云へば、近代世事談に、梁の武帝天鑑年中目本
へ渡たす、本朝廿六代武烈帝（499－509）に當る、とあるのが或
は事實に近いかとも思はれる。
　甲　本讐六
　本墾六は重に貴紳の間に玩ぱれ、それを啄んプご川柳で、や、
人の知つて居のるは
　　　　　　　シユザンシユウシ　　コヒメ　1　うまいこと朱三朱四の乞目が轡
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　　　　　シユザン　2：後宮で朱三々々とうまい聲
　の二句位である、意昧は、玄宗皇帝が楊貴姫と墜六の戯をせ
　　　　むヒルられた時、乞目帥ち勝利に必要とて我が望む采の目の四が二つ
並んで出た（重四）ので、椀ぴの鯨り其時召された衣の色にちな
み、爾來四の目に朱を入れて用ひられた、叉ある時貴姫の乞目
泥る三が並んで出ナZ（重三）ので、貴姫も亦三に朱を入れテヘそ
れが爲め采の四と三とには朱を入れるといふ、錦嚢紗などの俗
説を寓したのであるが、別に遠慮すべき程の悪句ではない。
　　ヲリハ　乙折葉
　　テサハ　　　　ヲサハ　叉折端とも下端とも書ぐ、打ちやうは、盤に向つて手前の左
方六地に、黒石六個づゾを二段に並べ、向側の左方六地に、臼
石六個づ、を二段に並べること黒石に同じく、先づ順を定める
爲め互に采を振り試み、目の多い方から振始める、之をイキと
　　　　　　　　　　　　　　　　サンイチ云ふ、番に當つた者の振出し泥目が、例へば三一なれぱ、三地
　　　　　　　　　　　　　ゲシの石一個と一地の石一個とを取り、五四なれば、五地と四地と
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂウメの石各一個を取る、若し叉同じ目が二つ並んだ重目のときは、
其飽の石二個を取り、更に一度績けて打つことが出來、己の石
を取り霊くせぱ敵の石を取外双方盤面の石が無くなつたとき、
敷を多く取つた者を勝ちとするのである、重に量幼婦女子の遊
戯であつナZらしい。
　　　　　　　　　　タリ　1飢がしいものは折葉の叩きつこ
　　　　　　　　　　シカ　2震セ附けて折葉の乞目叱りに出
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　　　　　　ヤ　3　折葉をば止めてくりややと産婦云ひ
　　ヨメ　4嫁何を購けたか折葉捨て》逃げ
　などの川柳も、1から3は子供が乞目を叫んで騒々しいのを塚
　　　　　　　　　　　　　　　ウタんだものらしい、4は若し負けたら謡を唄はうとか、琴を弾か
うとか、鰍が云つナこのであらう、4は柳樽十九編廿三丁裏にあ
つて、賭博ではないらしい。
　丙遣中双六
　五十三次の給を盤に代へ、日本橋から振串して早く都に上つ
た者を勝ちとする道中双六などが、何時から始まつずこかは明で
　　　　　　　　　　　　　　トヲ　　　　　　　ソうサゲないが、近松作丹波與作の上に『十ばかりの鋼下の、チッボヶ
な馬方が、道中双六とやら、東海道の維を廣げ、アヂな事をし
て遊ぴます云云8次の道中双六の悲に『コレ々々御覧じ打沈し
　　　　　　　　　　　　　　　　アユやんせ、是こそ五十三次を、居ながら歩む膝粟存々毛馬、ハイ、
シイ道中双六云云』とあ弧寳永四（1707）年近松五十五歳の時
の作であるから、其以前から行はれて居た事だけは確である、
柳樽の削句に就ては、第三章第二節第一項比較
　丁采博変　　　　　参考、賭博要覧　清水行恕氏編
　双六から脱化した采博変は、其使用する采の敷から観て、次
の如く分類が出來る。
　　　　　チヨボィチ　　ォロネメ　コ　メ　　 ピンコロ1一個　例、樗蒲一㌦大目小目、一縛がし。
　　　　　　　　　シシト　　ジサウシロク2二個　例、丁竿、四下、四三四六。
3三但　例、ヨィド、狐樗蒲一略稽狐。
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4四個　例、チイツバ。
5五個　例、天奏。
　此等の方法を詳蓮することは、本論の目的外であるから省く
が、柳樽から劇除改制ぜられた賭博に關する句六十の中、三十
四が何れも采を用ひる種類のものを意昧し、當時いかに采博変
が流行しπかを推想することが出凍る、第四章第二笛第一項参
照。
第二項　カルタ
　名：欝　山崎美成の博戯犀照に、和名抄霧四、樗蒲和名、加利
宇：知、とあるを引用し、カノソタは攣語でなく古語カリクチの輻
であらうと云へるは、取るに足らす、叉之を輕板の略なbと云
ふの非なることも、喜多村信簾が嬉遊笑豊の歌カルタの條で、
駁して居る通参である、漢字に骨牌の二字を當てることに付き、
前違博戯犀照に、清にて用ひるカノソタは、象牙にて作れるには
非す、紙にて作財乙るものなり、と述べてあるが、支那には紙
牌もあり、骨牌もあり、後者は欧米のDomin・とほや同様のも
のである、カノソタの名欝が其品物と同時に、西班牙伊太利の
C磁a、葡萄牙のC＆晦oなどから傳はつたことは、疑ふべき蝕
地がない◎
　傳來　雍州府志愚七土産門に、加留多は元と阿蘭陀人之を玩
　　　　　　　　　ナラび、長崎のt人之に敷ひて戯と爲す、と云ひ毫も渡察の時期に
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は言及せすして、阿蘭陀人の傳ふる所として居る、天正カノソタと
云ふ餅があるが、前違博戯犀照の説では、それは最初の一枚に、
天正金入極上仕入、の八字があるからの名欝で、天正（1573一）
中に渡來した意昧でないといふ、・孚日閑話といふ：書に、寛永
（1624一）中阿蘭陀人長崎にて玩ぷ、とあれど、爲本塵芥略記元
和二（1616）年二月の條に、版行のものが行はれた記述ありとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モタふ、そこで一場の想像には過ぎないが、葡萄牙人が種ケ島を齎
らし沈のが天文十二（1543）年、再び薩摩に來たのが其翌年、大
砲を貢いたのが同十九年、葡萄人から鐵砲の鋳造及び射撃の法
を習ひ始めたのが弘治元（1555）年．長崎に居留地を設けたのが
永蘇九（1566）年、西班牙賠の始めて來たのが天正九（1581）年で、
長途の航海中、慰みにカノンタを玩ぷことは、今も昔も異る事は
あるまいから、凡そ十六世紀の中葉に博つたのであらうか、初
は筆爲して日本化したものが行はれ、次に版行のものが出來た
らしい◎
　甲　ヨミとメクリ
　初代川柳の全盛期たる、明和安和の頃に大に流行し、寛政度
に嚴禁せられすZカノレタの名総に、ヨミ叉はメクリと云ふ詞があ
る、其前身たるウンスンカノソタは、五種各十五枚総敷七十五枚、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カズマダごれが内鐸は、次に述べる模檬の一から九までを現はした敷札
各九枚に、叉其次に蓮べる檜札六枚を組合せねもので、今のト
ランプのやうな仕組である。
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　数札
（1）クノソ（巴紋の太鼓、西班牙語cursOのcur？）
（2）オウノソ（玉、bolsの設1）
（，3）コツフ（酒盃、　copo）
（4）イス（劒、espad乱のesの訥）
（5）ノ・ウ（花、昼orの詑？）
　絡札（名欝の由來未詳）
（1）ウン（旙神）　（2）スン（黒冠の唐人）　（3）ンウタ（洋風女子）
（4）・ノ・イ（飛罷〉　（5）コシ（腰掛けた甲武者）（6）馬（騎馬武者）
　博戯犀照に　ウンスンは七十五枚、天正は四十八枚、天正カ
ノソタの打ちやう、昔と今と異弧昔はヨミと云ひ、後にはメク
リと云へり云云、四十入枚に減じたると、多少の鍵更を加へ沈
こととに付き、賭博史（外骨氏編）に
　メクリよウンスンの五種中、クル（巴紋太鼓）を除き、』オウノソ
（玉）、コツフ（酒盃〉、坐（劒）、諺（花）の四種を探りて、各
十二枚に減じ、総枚を四十八枚としテZものである、そして二よ
り九までの札は小憂更であるが、一にはロハイ（飛龍）を圖案式
に鍵じたものを配し、十にはウン（薦紳）、十一には馬、十二に
は三三（腰掛け武者〉を當て、一を虫ヌ，は』窒と呼び、十二瓦き．
ソと欝し、此のピンからキリまでの十二枚四種を、現今の花カ
ノソタの八八と同じ法式で、勝負を雫つセのである。
遭，ψンスンでは花形の棒であるが、三三では青色の太い
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線に攣つて　青札と名け沈、此青札が四種の中の最上等で、一
　　　　〇　〇
をヱ土と繕し五十瓢、二を青二と欝し五十黙、青三青四青五も
皆五十灘、青六は最高の六十黙、青七青八は二十黙、青九は五
　　　　シヤカジウ・十黙、青十は繹迦十とも呼んで五十瓢、十一の馬五十瓢、十二
を青キリと呼び同じく五十黙。
　イスは劒を赤色にして　赤札　と聡し、その二の札（唇の二）
一　　　　　　　　　　　　　　 〇〇
といふのがスベタ即ち無鮎で、他は悉ぐ十瓢。
　コツフは二の札（太鼓の二）が五十瓢で、他は皆スベタ。
　オウノソ（玉）は二の札を海老二と云ひ、それは十黙であるが、
他は無羅占である。
　出來役六種
　アテ（1〉青藏驚アザ（青一〉、青二、繹迦（青十）、の三枚。
　ナカ（2）中藏こ青七、青八、青九、の三枚。
（3）赤藏鳶赤七、赤八、赤九の三枚。
　もモサン（4）下三自アザ（青一）、青二、青三、の三枚。
　カミ（5）上三亀青キヲ（十二）、青馬（十一）、繹迦（青十）。
（6）海老＝アザ（青一）、海老二（玉二）、繹迦（青十）。
此メクリ札を用ひ、其仕方をや、簡軍にしたのがヨミといふ
のである、其中特にメクリは、明和安永（1764－1730〉を中心と
し、其前後1ご於て、信俗武士町人、男女老幼の別無く、上下一
般の問に頗る流行し、從つて其弊害も甚しかつたらしい。
乙歌カノソタ
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　　　　　　　　　　　　　　　　ウタガヒ歌カノソタは西洋カノソタ渡來後、それと古の歌貝の仕方とを折
衷工風し、ウンスンカノソタよb少し以前か、ほや同時代に出來
πものらしい、古今集や源氏物語の歌、詩や俳句などにて作つ
沈のもあつたが、小倉百首を用ひたものが、最も廣く且つ今目
に至るまでも行はれて居る事は、人の周知する所である、之を
むべ山と稽する賭博に用ひた事もあれど、むしろそれらは例外
O　O　O
で、一般には箪純なる遊戯の用に供するのである、從つて柳樽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨオから削除せられたのは無く、残つて居る句では、諏が大先生で、
　　　　　　　　　　ヨ乳母や下女が下手なことを啄んだのが、多数を占めて居る。
第三項　抽籔i又は類似の方法
　抽籔叉は類鍼の方法で、輸藏を決する賭事も叉多種多様であ
　　　　　　ハウヒキるカ㍉其中で、室引自Pち旙引及ぴサゴザィ　（サア御座い々々々
々々と呼んで客を寄せる辻寳弓1）を味んだ旬で削除せられたの
は無い、無濫茶屋に關する句で、削除せられたのが二首あるが、
それも采博変の欝がある爲めである、其外では、富籔と紋附と
が特に目に着く。
　甲富籔
　　　　　ツキ　富籔は叉富突と云ひ、略して軍に富とも云ふ、此類の行爲の
　　　　　　　　　チカ起原を識るは、不可能に殆い難事ではあるが、藤原長溝撰夫木
和歌集に、富突山の餅のあるを鶴れぱ、蝕程古ぐよりあつたに
　　　　　　　　　　　タノモ　 シ　　　トリノキ相違ない　郷友の聞に行はれる頼母子講取退無霊などよう脱化
したものとも云ふ、孚井ト養力落髪千句（寛永十二＝1635）年に
　　フ　　　キ　　　　　バ　富と貴とを奪ひ取り勝ちや今日の春
　　　　　　　　フシヂノ　といふがあつて、此賦物富の札と附けたのであらう．元隷五
　　　　　　　ハツ　ト（1692）年五月に、富法度の町鯛あり、享保十五（1731）年仁和寺
門跡、其館宇修復の爲め、幕府に請ひ、江戸護國寺に於て、爾
家三ケ年、昆沙門天の富突を興行した、其頃から多くの寺肚に
富が許され、就中谷中域慮寺、目黒瀧泉寺、湯島天紳を江戸の
三富と繕し、最も盛であつナz、威慮寺σ）富が公許せられた年を、
享保二十（1735）年とする誘あれど、享保十七年板の江戸砂子威
慮寺の部に『毎年正五九月の十四日富の執行めう』と明記せられ
てある、文政天保の頃には数十個所となつセのを、天保十三
（1842）年水越の改革の際、悉ぐ之を禁止しナこのである、蓋し富
籔の如きは、上下一般の射僥心を挑登し、其流弊の大なること
は云ふを待たないが、特に公許の富突を基礎とし、江戸の内外
　　　　　　　　　カゲトミに亘つて普く行はれた、影富の害に至つては、特に甚しかった
であらう。
　　そンツケ　乙紋付
　　　　　　　　　　ヒ　　　　ペ　紋紙、紋富とも云ひ、叉引ツ剥がし、棒引とも云つテaらしい
　　　　　　　モンジケが、川柳では総て、紋付と云つて居る、仕方は多敷の役者の紋
を、木板で紙に印刷し、別に其中の一つの紋を隠して置いて、
賭客が出て居る紋を、己が好むま、に指定し、それと隠してあ
るのとが一致したときは、勝となるのである、それに付き賎の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　ノし
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をだ憲といふ随筆に、
o　o　o　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒラ　r叉紋付とて、歌舞伎役者の紋所を集め、李に並べて板行に
　して、其中に、一つ紋を別に封し張付けて、籾紋一つを何銭
　と定めて、戸芦家家に持ち歩行き、或は巡鯉して、心々に其
紋所に、印を付け遣はすなり、紋所二つも三つも、一人にて
　付ける者あり（岡田附言す、削せられナa旬に、絞付をみんな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌシ付けたで取）は取外といふがある〉、皆紋所主付きて、かの
張付けセる封を開きて、其紋所に當たりたる者勝ちにて、其
　品を得たり、初は煙管煙草入機の物なりしが、後は反物櫛算
　　　　　　　　　　　　　サンカサツケ袴地の類を出したり、様攣リナこる三笠付の類な）、御改正（寛
政）後は孟く其類は、皆停止せられたり』
　と云ひ、すぐ次の頃に、寳暦十（1760）年第四編を刊行した、
　　　エ　ド　シヲリ慶紀逸の燕都枝折の記事のあるのを．見れば、既に其頃行はれて
居たらしく思はれる、景品でなく現金を交付するに至つたこと
に付て・外骨氏の賭博史に。
　r小は孚紙形、中は美濃紙形、大は仙花紙の厚紙に、役者の
　紋六つ又は十六、二十四、四十二、最も多いのは七十二を描
　いて板行にしたものへ、小さい紙に同じ紋を摺つた六枚又は
　七十二枚を憲いて、其紋紙に貼り付けたものを用ゐて、勝負
　を決するのである、其仕方は、六つのなれぱ、其紋の一つ又
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べは二つ三つへ賭金をして、懇いてある紋を引ツ剥がし、其賭
　金しセ紋に當たつて居れぱ、親から四倍の金を貰ひ、當らね
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　ぱマル損である○それが十八（六の誤？）の紋紙であつて、其
　一ウヘ賭けた紋に當れば十二倍の得金であり、1叉七十二の紋
　紙であれば、四十八倍の得金である○此賭博は、張子が胴元
　の宅へ集つてやつて居ナaが、後には大袈裟になつて、會元と
　いふのが責子を八方へ邉はして、張子を多ぐこしらへ、一口
　何文と定め、紋紙一枚に十六貫目以上の賭金をさせ、一人で
　同じ紋へ口数だけ幾つも棒を引かせる事が大流行で、これを
　棒引紋紙と云つテ鏑
　とある、何時の頃、どの方法が行はれたかを詳にしないが、
何れにしても、明和安永頃最も流行したらしい。
　大正の今日も傍ほ此紋紙式賭事をなし、賭博類似の行爲とし
て罰せられπ判例がある、大刑判第廿三輯四三六頁以下参照。
第五節　風俗の壊敗
　上役人は牧賄行悪を事とし、旗本御家人は馨修放将に身を持
崩し、家の内外に於ては公然賭博の行はれる時代に、「猫り男女
間の風俗だけが清らかに、性慾に關する秩序だけが整然として
唐るといふ二とは不可能である、其中で第三章の削句に關係の
ある、姦非、踊子、遊所などの分を略述しよう。
第一項姦非
其一例として後見草に。
3肇 覧政改革と柳樽の改紋
　『二十年ぱかb以前迄（明和＝1764－177工頃）は、町家の裏住
居せし者、見目好き女子持ちのれば、今様の小唄浮瑠璃を習
　はせ、藝者といふものに仕なし、遊宴の席に出でしめたり、
色好める若男ども、此の藝者といふ者に云ひ語らひ侍る中、
　　　　　　　　　　　　　　　タク其の父なる者是を見出だし、初めより工み侍りし事なるにや
3ζは實の事なるにや、ことごとしく腹立ち、大事の娘に疵付
δしなど、荒々しく罵り怒り侍るにより、男も班力・はしく、
侮人に知れてはなど、標々に扱ひ詫び金銀を多く與へ、内々
　にて事を濟ませ侍りし中略、近き頃は其風次第に流れ、定ま
　　　　　　　　　　クゆワ　れる遊女屋にもあらで、御廓近き町家の裏々所々の新地など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イリガ　に、地獄といふ怪しき小屋を捲へ、己が娘を責物にし、叉閾
　しく客多き日は、己が妻女をも同じやうに責）侍るの由、買
人も樵らは、しとせす㌧已も既力》しとも思はす㌧是を見聞く．人
　も」悟として怪ます・云々』
　　　　　　　　　　　　　イスリ　　　　　　　　　　　　ヅうモタセ　とある、前段は私娼を材料とした恐喝で後段は一種の美入局
である。天明七（貨87）年樂翁の改革の始まつた際、糀町十三丁
目下駄屋甚兵衛といふ者の差出した上串書に、次の如き事實が
記してある。
　r江戸寺魁門前地艶に御家入舞領地にて、費女差置候儀多ぐ
　御座候中略、近所に右鰹の費女屋御座候ては、衣裳も花美な
　るを見習ひ、輕き者の女房娘までも、衣裳涙手になり候て、
　町人が責女風と相成候中略、町家の妻妾下女に至るまで、行
第一一章　寛政改革の素困 35
儀の飢る》も、責女屋多く御座候故と奉存候う蟄8
第二項踊子
馬文耕の武野俗談（寳暦六一1756年自序）に日ふ。
『元文（一736－1740）の頃、江戸中に踊子といふ女有りて、橘
町、難波町、村松町を第一として、所々にあり、素人の娘を
　　　　　　　　　　　　ナグサミ三弦浮瑠璃漱へ込み、歴々の慰として、留守居寄合の茶屋な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツキツヒどへ遣はし、藝者のやうにして、其母と禧して、附添出でけ
　　　　　　　　　　サ　ゴ　シチ外其中に元文の始、三五七組のえもん、千歳組のお照、大
　　　　　　　　　　　　　キリヤウヨすみ組のお縁とて、至極名題の容色好しあり、渠等は髪第一
　　　　　　　　　　　　　　　　　カミザシとして、結構なる櫛笄を用ゐ、多くは銀の髪差などといふは、
　　　　ハヤリイ渠等よb時花出でたり、此三人の踊子ども、暑氣の節、菅笠
　　　　　　　　　　　　　　ツキを彼りては髪を損するとて、三人劃に言合はせて、其柄を黒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モロコゑ塗にして、風流なる紋を書かせ、日傘をさした弧是は唐土
　　　　　ヤイラ　　サンガイの大王は、青羅の傘蓋とて、青き薄物にて傘をはらせ、さし
掛けさするといふ、通俗漢書の物語を聞きはりつて、踊子の
カ
被の三人さしけるよ弧世上一統はやり出し、女中は元より、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ男乎まで青紙の傘をさしけるこそ、誠におかしけれ、今に署
ケ家などは是を止めす、一とせ町奉行馬場讃岐守殿釣命を蒙リ
　　　　　　ゴハツトて、青紙の傘御法度仰付けられけり、されども是を忘却して、
今叉是をさす人多し、但女は苦しからざるか』
　　　スタ弩笠が磨れて日傘を差すに至つたのが、入の目を驚かし、且
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つそれカヲ踊子の創意であつたと見える、我衣（文政八一1825年
搦筆）に云ふ。
　『寛保元（1741）年、踊子御停止、舞子三弦等にて所々に雇は
　る、中に、遊女ていに類する者多し、依て其類停止（ころび
　藝者の鼻祀なり）』
　とある、が、間も無く其禁は弛んで、賎のをだ懇の著者をし
て、次の記事を残さしめた。
　　　　　ハヤ　　　　　　　　ハシパシ　　　　　　　　　　　　　　　ナミ　『女藝者流行りて、江戸端々遊所は申すに及ぱ雷、並の所に
　て、藝者の二人三人無き町は無し、鯨りつのりて、吉原品川
　の責女の妨げになるによ与、費女屋より訴へて、高縄邊の女
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ藝者十二三人、召し捕られπることありけり、皆藝者に極め
　て、遊所に行く者無かりしなり、寛政の御改正より、羽織（そ
　　　　　　　タケ　れまで流行しナZ丈長き朋織）も、藝者も、三味線（特に旗本
　などの玩ぴし三味線のことを指して言ふのであらう）も、皆
　止みて正風鰹になり花り』
爾嬉遊笑覧遊所の條、寛保元（1741〉年頃の流行唄の中に、次
の詞が見える。
　　　　　　　ハクジシ　『傾城、遊女、臼人、踊子、呼出し、山猫、比丘尼、飯盛、
　リタツミ　　　　　　　　　ケコロ綿摘、夜鷹、蹴輻、般饅』
　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　ツ　コダコ其後の攣遷に關聯して、蛾山人の奴師螢之（文化十一1813年
自序）に次の如く記されて居る。
　r天明（1781－8〉の頃まで、橘町藥研堀の藝者、座敷に出る
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　　　　　　　　　トメソヂ　に振袖着てi來り、留袖に着かへ、又蹄る時は必す振袖を着し
　が、今振袖を着る者なし、夫より柳橋同朋町本町日本橘とう
　っり來て、眉を落し歯を染たる藝者多くなうぬ。
女藝者の事を、昔は踊子と云ふ、明和安永（1764－80〉の頃よ
　も藝者と呼ぴ、者などとしやれたり中略、橘町大阪屋季六と
いへる藥種屋の邊に藝者多し下略
　昔の藝者は娘ゆゑ、まはし方にお袋の付來る事多し、今は眉
　なく歯を染めナZる藝者多くなりし故、お袋の來るを見す、お
袋の役を乗霜するなるぺし、これもまた流行の愛を見るべし霞
　桝樽から創除せられなかつた次のやうな踊子の句がいくらも
ある（其外第四章第三笛第四項II）
1轄ぷ子を母は杖とも柱とも
　　　　　　　　　　　　　　ヂ2　轄ぷのは密事弾くのは四ヅ乳な）
　3　轄べとは獲よももこわい親
　4　さはつテZら轄びそうテご力婁人を殖昆る
第三項遊所
　其筋から公許せられた吉原品川千住の外、所々に散在して居
ナε遊所に關し、風來山人（李賀源内）著志溢軒傳の中に掲げた、
其地名を蛇べたる戯文に、次の如き記事がある、寳暦十三ぐ17
63）年頃の状況らしい。
　『紳明参りの鑑り足は、本地垂跡の爾道になづみ、湯島の二
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　　　　　　　キ　　　　ハナゾサ階は千里の目を究はめ、英町の向オ、側は隣りよりも1叉近し、
　ヨゴ　　　　　　フ　　　　　　　　　スガメ　　　マ汚れるを拭く茅場町、砂目も混ぢる神田の明紳、外に無けれ
　ぱ市ケ谷の八幡前、天満神のあたりに近き室嘆きの、櫻手折
　　　　　　　　　　　　　ド　キ　らんと糀町には寝るを樂しみ、土氣取れ臓土橋よ弧一ツ目
　山猫なんど云へるは、さながら化物の名に近し、所攣はれば
　品川の風流、女護が島の辻番かと畳ゆる、着板に僑はりあリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤワ　そ海、深川のピンシヤンも、度重なれば飴の如し、和らかで
　　　　　　　　　　　　　　　　　コジリ歯に附かぬ大根畑の居績け、鮫が橋へ走つて錨の詰まる鐘撞
　　　サガ　き堂、借つたあとでの板橋より、千ジユと云へぱ観習めける、
萬旙寺の懸無常、朝鮮長屋の異國臭き、いろはぢく谷世奪院、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネジメ人を引き出す筆笥町、八幡たまら臓御族の騒ぎ、三味の音〆
　の暑羽町、語り明かして夜を根津の。東の塞も赤賊よも・暗
　　　　　　シタ　きに迷ふ薮の下、通ふ足書高イナ入愛敬稻荷の狐よ帆化
　　　　　　　　　　　　　サムソラ　け損ないの市兵衛町、水の氷川の寒塞は、振ふて通ふ胴坊町、
　　　マルホスヴタ丸山の九寝姿、新大橋の長々しき、三十三間どうよくに、ヌ，
　　　　ナホスケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケ　も一座を直助屋敷、出る離あれぱ入り般町、石場にツクバ蹴
　コロ輻ぱし、踏み返へしたる丸太の名物、「立たうと伏さうと銭次
第」舟饅頭に飴も無く、夜鷹に贋根は無けれども、皆それぞ
　　スキハヘれの活計は、鳶飛んで天に至b、魚淵に踊り子の氣色まで、
獲る方なく庭兆めi蓋くせをま1云々』
　爾天明（1781－1788）頃土妓の盛であつテZ地名、及び其値段が
京山百樹の螂蛛の綜懇といふ随筆（燕1580）、拉に之を轄載した
辻博士の田沼時代（104一）に詳しく出て居る。
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　　　　　　　ナリ第一節　將軍家齊と樂翁の輔佐
第一項　十一代將軍家齊
　家齊は一橋治濟の子、八代吉宗の曾孫、安永二（1773）年十月
一橋邸に生れ、天明元（1781〉年五月十代家治の嗣となつて西丸
に移り、同六（1786）年九月家治嘉するに及んで家を襲ぎ、翌七
年四月十五歳で將軍（＋一代）に補せられナz、蓋し寛政の改革は、
樂翁の輔佐其宜しきを得ナZに因るには相違ないが、將軍の英明
なる、能く其善言を納れられたことも、亦大に與つてカが有つ
泥のである、歴史集成に引用してある栗本鞄奄の遺稿に就て、
其一二の例を見るに。
　r公就識の璽年即ち天明八年三月（年十六の時〉の事なり、醸
　居の暇、小座敷の庭に、近臣をして假山盆池を作らしめ、金
　魚を放ち花草を植ゑしめ、頗る意に叶ひたりしかぱ、側用人
松李伊豆守信明を召して之を観せしめ、且つ其由を告げられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　スコしに、伊豆守、其の布置の宜しきを得たるを些しく讃せし後、
容を改めて
　抑々天下を掌握する貴き御身に、此の如き預細の假山盆池
　を以て娯樂7）るは、御心志聯か狡隙を畳え奉る、海内の山
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　嶽江河皆我が庭園なり、吉野、龍田の、花、紅葉も何かあ
　らん、況んやi近く奉事する臣僚隔かくの動き賎事に使役せ
　らる可らす
と陳ぜしかぱ、側に侍する者皆恐僅し、汗を握りてあbしが・
憂は聯か不瀟の色無く、ま陣て深く嘉納ありて、同四月四鷹
老中加判の列に擢んでられたむ。
寛政の末か享和の初なりけん、林大學頭衡を召して中略、學
問所育英の敷はあ今や、と問はれけれぱ、衡畏み之に癒じて
答へ奉るに重ねて、漉断なく世話して、用立つ者の出楽る様
にせよ、との旨ありしかぱ、衡承はりて退きたり。是れ天明
火災後、聖廟再造の功就◎、新に學政を更張し給ひ、未だ程立
たざる頃なれぱ、心付けさせ給ひ、專務の事を以て結局を誠
むるの深意なるべしと、衡も威服して退きたり。
遠國奉行は赴任の命ありて出立する前に、必す坐の間へ呼出
され、其土地風俗に慮じて、親しく諄々と誠命あれば、何れ
の時もi聴く者慷然として、如何にして遠國の事まで、斯く明
燈に知悉せられあるや、と滅服の鯨り驚き思ふ計りなり。
月毎の二日、十一日、廿一日、是れを評定所の式日と云ひて、
評定所の門外へ投書函を掛け置き（享保六一17伽年八月二日
以來の定例）午鼓打ちて取り入れ、封鎖のま、営番目附役の
者捧げて賂軍座薗に於て鎮を解き、側取次衆之を護み直聴さ
るる恒例なるが、偶々其之を護む人に關係する事ありて、當
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　人汗顔し殆ど護むに堪へ難き事など有る時は、必す坐睡畳騰
　して、聴に入らざる如くな移き。
　文政の初年一日老臣某を召し出ナご’され、
　　我が年少の時、越中（松李定信）、伊豆（松季信明）、弾正（本
　　多忠籠i）等が、事毎に諌め沈る詞、その時は耳に逆ひ好ま
　　しからす畳えしが、今、齢長けて思ひ出づるに、一々思ひ
　　　　　　　　　　　　　　　ヨシ　　當たる事のみな聾、西城（儲嗣家慶）へも、あの様なる者を
　　購け置きたし、重立ちたる役人の選塞は、必す其の心して
　　念入れよ
　とありし』
　など優に入の君たるの徳ありといふべきである、中這にして
漸く政に倦み、娩年豪馨を事とし、（其一例、御手付中老帥ち側
室が四十人、子を畢げて御部室様となつ泥のが十六人、所生の
．男子骨八人．女子背七人）又水野忠成等を用ひた爲め、弊政も
勘くはなかつたが．世は太季の極に達し．（予謂ふ、元濠は浪花
文化の極盛時．江戸の文化は文詫文政）、幕府の威勢亦其縄頂に
、Lつナεから、其麗去（天保十二一1841ノ年正月）後も、世に大御勝
標時代と聡し、敵老に≡其盛を辮せられ，ナZ。
第二項　樂翁松季定信
　松李建信、幼名賢丸、字を貞卿、號旭峯、樂翁は文化九（18玉
2〉年四月致役後の號であつて、世に自河少將叉はセそがれの少
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將（心妄）てに見し夕顔の花散りて訪ねぞ迷ふ泥そがれの宿〉とい
ふ、寳暦八（1785）年十二月廿七日江βの田安邸に生る、徳川宗
武の第三子、八代吉宗の孫、十一代家齊の叔父、安永三（1774）
年幕命に因て、奥州自河の誠主松李定邦の聾養子となり、天明
　　　　　　　　ツ三（茸83）年十月封を襲ぎ、越中守と稽す、虚弱であつナZに拘ら
す、十七歳から學問を初め、二十歳前後の強勉は、他に多く其
比を見ない程であつたといふ、たや文事のみならす、師に就て
撃剣、使槍、弓馬、銃術まで粂ね修め、而も質素謹嚴、之を畏
敬しない者はなかつた、其封を襲いた天明三年は、第一章第五
簾第一項35に述べた通りの大兇年であつたので、人がr殿は不
蓮なる時に、家を繊がせ給ぶものかな』といへるに封し、自若
として『然らす然らす、斯る非常の時艦こそ、人の心も自ら一
新するものなれ、予が志す所を行ふには、却らて或は便り善か
らん、是れ不幸中の幸なり』と答へられたなど、實に偉人の面
目躍如たるものありと評すぺきか、其在封中の施政の跡を要約
し泥、三上博士の臼河樂翁公と徳川時代の文に。
　其一　組先の掟に運ひて、故無きに急激なる憂革を爲さす、
　　されど時の宜しきを酎酌して、宿弊の改むべきは之を改め、
　　新利の起すべきは之を起すを偉らす、凡て機に慮じ攣を制
　　するは躊躇せす、是よわ先もまた此後とても、能くしかせ
　　しかぱ、通例改革といふことに俘へる弊害の著るきを見る
　　事なかりき。
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　其二徳藪に淫意し常に土民に諭して云へるやう、孝は徳の
　本なうと、また人は上下貴賎となく、宜しく禮譲を守り其
　分を瞼えざるべし、かくして互に協合和睦せぱ、帥ち藩中
　　に仁義の風も行はるべぐ、治道もまた希ふべしと下略。
　其三交を働まし武を講じ、人をして怠らしめす、以爲へら
　　く、怠惰は諸欲の生るる所、諸悪の集まる所なり、且つ天
　下の不慮の鍵に慮せんには、必す其備へ無かるべからすと。
　其四　諸役人をさとし、務めて仁政の旨を失はざるやう浬意
　せしめたり。
　其五　は即ち無用に笛して有用に1吝ならざる二と是れなり。
　と記述せられて居るo
　　　　　　　　　　　　　　　　　ナリ　定信襲封後三年の天明六（1768）年九月に、家齊家を縫ぎ、翌
七年四月十一代將軍に補せられたが、年傍ほ十五といふ幼少で
ある上に、前代疲弊の後を受けて幕政が甚だ振はなかつたから、
同七年六月定信を基げて老中の首座となし、而して璽八年三月
更に之に、將軍輔佐の重任を授けたのは、四代醤軍家綱に樹す
る保科正之の先例に徹つ泥のである。
　定信は老職に就いた翌月（天明七年七月）朔目、諸有司を黒書
院に召集して、政治は悉く之を享保の逡訓に則るべきことを、
將軍自身をして親しく諭告せしめ、定信も亦大に訓戒する所が
あつた、而して賞罰を明にするは綱紀を振張するの最要締ねる
ことを髄得し、且つ之を實行し得る地位と涙心と手脇とを有し
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た定信は、老中の首座となつ沈（天明七年六月）後間もなく、先
づ第一に、賑給の方を失つた町奉行趣淵景漸を罷めて、石』河政房
をして之に代らしめ、次いて清廉果敢の士、泉の城主本多忠簿
を暴げて若年寄となし、同年九月、カを藩治に致して天明三年
の飢饒にも、領内に一人の餓死を出さなかつた米澤侯（此時既
に致仕〉上杉治憲の功を賞し、將軍より贅詞と紋陽珊織三領と
　　　　　　　　　　　　ヲキツゲを賜はらしめ、賄賂を以て田沼意次から大老の要職を得、徒ら
に虚器を擁して居た井伊直孝の職を罷め、淫逸にして民を虐げ
た伏見奉行小堀政方を罰し、其封を牧めて小田原に禁鋼し、放
逸な徳島侯蜂須賀重嘉を戒飾する等、着々として其所信が實現
せられ、嘗て領土臼河に於て施行せられ髭善政良治は、今やそ
れが天下に施行せられんとするのである、其戒飾の言、制令の
鮮・に至つては、多くは以前にも例のあるもので、敢て必すしも
新規といふのではないが、之に依って能く其實敷を奏し得陀の
は、蓋し定信の實践躬行が、範を示したからでゐらう、以下其
中の本論に關係あるものを、士風の振輿、財政の恢復、風俗の
匡正の順序で略違しよう。
第二笛　士風の振興
第一項　武家諸法度
天既七（葺87〉年四月家齊十一代將軍の職に就き専同年九月量
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一日武家識去度を口達した、武家諸法度は、慶長＋六（1611）年四
月十二昌二條城に於て、諸大名をして三個條の誓約を爲さしめ
たるに濫鵤し、同廿年改元元和元（1615）年七月七日、伏見に於
て二代秀忠、武家諸法度十三個條を諸大名に言渡した時に、や
や其形式が定まり、三代家光以後、嗣職の宣下ある毎に大小名
を登城させて、此の武家諸法度を從聴させる定例となつπ、（七
代家縫就職の時は此事無し）。
　武家諸法度の外に・寛永九（1632）年九月廿九日・同十二く16
35）年十二月十二臼、寛文三（1663）年八月五田、の三次に諸士
法度と名けるものが頒たれた、諸士法度は叉之を旗本法度＝雑
事條目ともいひ、萬石以下の旗本に布告したのであるが、天和
三（1683）年五代綱吉のεきからは之を省き、局じ武家諸法度を、
日を異にして大名と旗本とに從聴せしめること》なっすa。
　武家諸法度は將軍の代が異るに從つて、其文に多少の増損改
正を施されて居るが、家齊＝定信のときのは、九月それを口達
する前蔑七月朔9に諸事享保の翻に則るの宣言があるから、九月
には八代吉宗の享保二（17ヱ7）年三月十四日に令したのと同じで
あつたに相違なく、享保のは五代綱吉の天和三（1683）年七月廿
五βのと同一であるから、其中から士風振起に關係のある條々
のみを抄録すれぱ（文は今風の送假名を附けた棒讃騰に改む）。
　ヒトツ（1）一　文武忠孝を働み禮儀を正す可き事
　　　　　　　　　　　　タシナ（3〉一　人馬兵具等分限に慮じ相嗜む可き事
盛6 寛政改革と柳櫨の改版
（9〉一　音信賂答嫁委の規式或は饗宴或は家宅螢作等其外萬事
　強約を用ふ可し総じて無盆の道を好み私の蒼を致す可らざ
　る事
（10）一　衣裳の品混飢す可らす自綾は公卿以、上自小袖は諸大夫
　以上発許の事
　（新定附、若窯の衣類は朋二重、絹、紬布、木綿、弓、鐵砲
　　　の者13紬布、木綿、其以下に至ては萬に布木綿を用ふ
　　　可きの事（12－15略）
　　　　　　　　オハン　右條々今度之を定め詑ぬ堅ぐ相守る可き者也。
　前述の動き：大名ワ、誓詞や、大名旗本に封する武家諸法度の條
々は、初期創設時代には相當の敷果があつすZに相違ない、が、
後守成時代に移つて、將軍宣下後の一場の儀式同然になつてか
　　　　キヤメら壱よ、蝕り牙蟻目力葺無力》つナこであらうと思はれる。
第二項　留守居に封する戒飾
　江戸の藩邸に常佳する留守居の風儀の飢れて居たことは、第
一章第二節第一項に其一端を述べた通りである、江戸の士風壌
頽の根元となるのであるから、定信は寛政元（1789）年九月と、
翌二年三月との爾次に、其集會の徒らに奢修に流れることを嚴
禁した、渠等の放将に付ては既に享保三（1質8）年。八代吉宗就
職後の三年目に嚴重な戒告が無へられ、次て寛保三（1743）年五
月と、安永三（聾74）年三月十代家治時代とに、ほ）同様な申渡
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しがあつたのであるが、忽ち復柁元の暴状を演するので、寛政
度に改めて定信から爾度まで嚴達した、但し其敷果はホンの當
座だけであつたらしい、越えて天保九（1838）年十一月、水越の
大改革に際し、其職に忠なる者二十六人を賞し、不行跡の者三
十九人の職を奪ひ本國に追返へしたが、間も無く奮態に復して
維新に至つたといふ。
第三項　旗本御家人に封する戒飾
　習ひ性となつた篠本御家人等の堕落腐敗は、到底將軍嗣職の
際に於ける、一片の武家諸法度の口達位で俊改させることは出
來ない、之を識る定信は、其就職の月（天明七年六月）直ちに、
渠等に親切懇篤なる　御旗本中心得書　といふを頒つた。（次に
　　　　　　　　　カヘ掲げる抄録は邊り假名と反り護みとを改む）
　巳上略御旗本萬石以下の輩中略其行跡と云ふは、若年無學にし
　　　　　ワヰマ　て何事をも甥…へす育ち候よらの事に候、父母に孝を鑑くし、
　兄弟の中睦じく、夫婦別有る事を存じ、傍輩に信を以て附合
　ひ、君臣の間義理を本として、此五の道を取外づさすして相
　守る時は、其身人に肚る事なし、御奉行を勤むるに力有りて
　御用に相立ち候也、人倫の本は夫婦に始まる所、本妻の外に
　妾と云ふものを寵愛し、是が爲に本妻の中を隔て、或は離縁
　の沙汰に至中略るもま、多く、中略既に離縁致さば、舷輩の娘
　に疵を付くるにて、其親兄弟の間も障う嶺來、殿中に於て面
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會致すといへども、相互に言語をも交へず、憤りを含み候事、
是れ皆御奉行のさまたけに相成り候中略、叉一旦妻を持ち、其
妻死去致さぱ、幾度も再縁の事を取結ぶ可き事に候、近年は
　　　　　　　　　ツカ再縁致せば、多くは召仕ひ候下女にて事を濟ませ候間、其人
柄おのづから損じ候て、輕々しき下ざまの眞似を致す、だと
　　タノシヘぱ樂みと致す事、古來よりのもてあそぴ、和歌を詠じ、蹴
鞠の曾、茶道、或は連歌、誹講、碁將基等の遊ぴ之れ有る所、
今にては御旗本に似ざる三味線を弾き、浮瑠璃を語弧かう
　　　　　　　　　　　ヤカラじては河療者の眞似を致す族もま、之れ有る由、是れ皆本妻
　　　　　　　ツカヒと云ふ者無く、召仕の下女にて家内を納め候故、物事輕々し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　きマサく相成り、不相慮なる者に奥出入を許し、不〆にて其身の耽
を思はす、我儘なる行跡に成り行き候、愛に於ておのづから
　　　　　　　　　　　　　　　　タシナ勝手不如意に相成り、嗜む可き武具をも嗜ます、盆も無き事
　　　　　　　　ツグノに金銀を費し、是を償はんが爲に、多くは筋目なき者の子を、
金銀の持墾をめで＞貰ひ、輕き着の子も縁金に寄つて養子し
娘と致すより事起帆自然と家風を働し候中略、某が存するに
ては、以後養子を致すとも、嫁取を致すとも、縁金と申すこ
　　　　　　　　　　　タずとを停止せしめ、唯由緒を糺し中略取結ぷ可き事に候中略、婚
綱時籔はづれ候に付き、年若き面々遊勝へ入込み、不相慮の
遊びを事と致し、風俗飢れ、衣服に附けし紋を略し鯛田耐
記、川柳に、、身代の崩し初めは紋所）、夜行の時桃燈の記を替
え候、衣服の紋は、元其家々に定まりたる事云々、人に紛れざ
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る様に致す事に候中略．衣服の事は、我朝往古より其の翻度之
れ有り、官位の高下によ今で定まれる法之れ有う候中略、上中
下の差別無～、萬に木綿を相鵬ひ候へば倫約に相成り候と心
得違ひ、士も町入も百姓も同じ形に成疹候事、我朝の風を取
失ひたるにて候中略、質素び）二字、麓服麓食を致す事と計り心
得候ては違ひ候中略、外國通信（通商の意昧）の事は重き事に
　　　　　　タウプツ候、年厚入津の唐物、我朝に於て強約の事に拘はり候時は中
略、致し方無くなむ、其物を責買致す天下の町人等に至りて
は、おのづから衰微致すに至参候、然れば共に天下の御爲と
　　　　　　　タケハヘ　　　　　　　　アリアマリ　　　　　　　　　　ホカヨウは相成らす候中略、貯蓄と致し．有蝕之れ有る程は外用に致
し、金銀天下に融通致す様致す可き事に候、唐物を用ひ候に
心得之れ有り、無釜の費を致さす候て相駕ひ候は馬共に天
下の御爲に相成む、己れ一分の勝手存じては、天下の衰微と
相成り候所へ、深く心を鞭く可く候、天下は一人の天下にあ
らす天下の天下と存す可き事に候中略、風俗正しからざるは、
旗本獄下御家入にて歎す可き事に候、是れ皆諸役人、番頭、
組頭等」）心得違ひより事起b候と存じ候、猫邉々と甲し談す
べぐ候中略、銘々の存じ寄りも承はり度く候題
　天明七丁末六月』
　　　　キ　ユン第鰹嘆　棄損令と再度の戒飾
愛II何に懇切に修身齊家の必要を詮いても、禮節を知る前に、
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先づ以て衣食が足らなけれぱなら臓、窮乏のドン底に在る旗本
御家人に封し、輩に一場の訓戒を輿へたやけでは、佛造つて魂
を入れのも同然であることを識れる定信は、一年を隔てた寛政
元（1789）年の九月に、萬石以下に封する、有名な棄損の嚴命を、
多年暴利を貧つて居π藏宿の頭上に下しπ、愛に御書付留と題
する爲本の文を棒讃みに改めて抄録する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ『此度御藏米取御旗本御家人勝手向御救ひの爲め藏宿借金仕
　ハフ　法御改正、仰せ出され候事
　ヒトツ（1）一御旗本御家人の藏宿共より借入金利息の儀は向後金壼爾
　　　　　　　　　　ツモリ　　に付き銀六分づ＞の積（註、年一割二分の罰）に利下げ申
　　　　　　　　　　　　　　　　アイ　　渡し候間借方の儀は是迄の通り藏宿と相封たる可き事
（2）（3）（4）略す
　セトジ（5）一奮來の借金は勿論六ケ年以前辰（天朋四一1784〉年迄に借
　　　　　　　　　　　　　　　　キエン　　　）講け候金子は古借新借の差別無く棄損の積に相心得可
　　　き事
　　　附、五ケ年以來家督代替りにて親代の古借新借金共謹
　　　文書き替え拉に其身にても六ケ年以前金子借り講け其
　　　段時舟謹文書き替え五ケ年以後の借用金に相成り候共
　　　　　　　　　　　　　　　　　スミ全金子用立て候は六ケ年以上に候は、・濟方棄損たる可
　　　き事。
（6）一去る已（天朋五一1785）年9來當夏御借米以前迄の借用金
　　濟み方の儀は元金は多少に拘らす向後一ケ月五十爾一分
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　　　の利息を加へ高百俵に付き一ケ年元金三雨宛の濟方勘定
　　　に立て尤も百俵内外にても蚊に借金高濟方割合の儀も右
　　　に准すべき事
　　　　附、飯米代金借り講け候分も濟方は本文に准じ惣借用
　　　　金高の内え結び勘定致す可き事
（7）（8〉（9〉略す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タケ　　右個條の趣向後堅ぐ相守b御旗本御家人共成る可ぐ丈借金
　　高相増さ）る標心掛け申す可く候’前條の通り借金棄椙利下
　　げ　仰せ出だされ候上は一統術更厚く相愼ミ倹約等別して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワギ　　心掛け申す可ぐ候、右騰の　御仁慈をも相辮まへす不正の
　　　　　　　　　　　　　　　ヰツト　　かがメ　　事柳にても之れ有るに於ては急度御餐　仰せ付けられ候、
　　勿論是迄の借金棄指蚊に濟ミ方等の儀に付き異論がましき
　　儀之れ無き穣明白に封談致す可きもの也
　　　　九月（寛政元一1789年）
　右之趣萬石以下の面々ね相鯛れらる可く候』
　これ恰も室町時代の徳政令と、挽近のモラトリオムとを折衷
して、之を旗本御家人に局限して断行したやうな遣り臼である、
但しこれナごけでは、借方柁る旗人家人のみ好都合で、貸方テaる
藏宿即ち札差は甚だ迷惑であるから、渠等には年五朱二十五ケ
年賦で、八萬爾貸し與へた。
　術此棄措利下げの命令・の出た爲め、藏宿其飽の商入が旗本等
と2）金融及び其飽の取引を桓んでは、容易ならざる不便を來た
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すから、同年同月。
　　　　　　　　　　　　　　　　ムキ　『此度御切米取之御旗本御家人勝手向御救ひの爲め勇藏宿共
　よ今武家俊貸出置き候古借金濟方棄描櫨に近康の貸鱈洵後貸
　　　　　　シハフ　出金利下げ仕法御改正　柳せ轟され候に付き世上一統貸金い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アヤ　たし候もの共は勿論出入場商ひ物壷掛け等に至る迄一禮に危
　ブ　踏み通用差支へ候楼なる心鴛違ひ一切致さす是迄の通り融1通
　　　　　　　　アヒタイ　滞り無く取引の儀栂封に致す可き事
　　　附、世王貸簸利金之儀離厚　卿せ幾され候通り相守今高
　　　利金一切貸鵠し申すまじき事
　右之趣在町共相鯛れらる可く候
　　　　九月（寛政元一1789年）』
　といふ鯛れ書を幾した。（果して取引を掻んだbする者が出た
ので、同年十一月にも再度周趣旨の命令が爵ナZ）。
　棄損利下げの恩恵が、よく身に染むやうに、その命令と同時
に、次の如き再度の戒鱗が加へられた。
　　　　　　　　　　　　トを　　　　　　　　　　ムギ　r近來都て御旗本御家人、共に一統勝手向困窮に及び候趣相
　聞え候右は敷十年來いつとな《花奢の風に棚れ衣食佳は勿論
　萬事結構を盤くし無盆の雑費之れ有り候故勝手向不如意に至
　　　　　　　　　　　　　　　　タシナミ　砺おのづから實意も旧4・薄ζ李生の嗜も之れ無き様に成行き
　ヤカラ　候族も之れ有る哉に候、畢覧其の分限を顧みざる故の儀に候、
　営時文武の藝等修業致す可きにも勝手向不如意故自然と行屈
　　　　　　　　　　　　ツくカ　き兼ね蚊に子孫の激育も不束に之れ有う蝶に付き其子孫に至
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り候ても宜しからざる事のみ見聞き及び行々（原文の儘）心得
違ひを生じ維には節義に饒け候儀杯を致し其家名をも汚し候
　ヤや類粗之れ有る儀に候、去る午（天明六一1786）年竿毛以．L損亡
の分えも莫大の舞借等仰せ付けられ、此度御藏米取の分借金
スミ
濟方利下げ等の儀　仰せ付けられ候儀に候上は別して心を駕
　　　　　　　　　　　　　タザひ質素倹約を第一に致し惣て禮義を糺し常々格式分限を弁へ
且つ臨時要用等は李常相慮に心掛け置き候程に取計らひ申す
可き事に候、近來に至b候ては一統相愼み候由に候へどもグ
　　　　　　　　　　　　　ミエ々の風儀に馴れ候て衣食佳等の外見をかざり候義は猫も之虻
有るやに候庭不約束不義理に及ひ候事は却て肚ち候心も薄く
不法の借方等致し不仁の用金等知行所へ申付け候類も之れ有
るやうに候泥とへ此度年限に寄ら借金棄掲等は御藏米取一統
に候へ共叉借り候時宜にもより義理を以て貸し候へば義理を
以τ報し候事其外困窮に乗じ候て借講け候へば先方困窮に及
ひ候を見捨て候も是叉不義理に當ねる可き儀、是等は人々實
意に之れ有る事にては（原文の儘）班つへきをも班ちす義理を
　　　　　　　　ノ　セも顧み傘一己の利得を而己心得候は是れあるまじき事にて候
　　　シオキ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イカザ近年御仕置に相成り候者も標々心得違ひ如何成る事共之れ有
り候に付き途には其家をも失ひ候儀誠に獲念の衣第に候此度
絡別に　仰せ鵠たされ候上は別して身持等相愼み文武の道相
働み籔倹の儀心掛け朋友親類等へも心附け申し談じ子孫をも
激訓いたし永く家名をテ徳ち忠孝に叶ひ候様風儀を改め申す
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　可き事に候、此上心得違等之れ有り候はや別して嚴重の御沙
　汰にも相及ふ可き儀に候條其趣を存すべき事
右之通相鯛れらる可く候
　　　九月（寛政元一1789年）』
　是より先き、寛永十七（1644）年の正月と、正徳三（1713）年の
三月と、の爾度に旗本等を戒飾しすa例はあるが、前述寛政元年
のが最も撤底して居たらしい。
第三節　財政の恢復
　磨頽した士風の振興同様、寧ろそれより以上緊要なのは、連
年の災憂と兇作との爲に、疲弊し切つナε上下の財政を快復する
の一事であつπ、從つてそれに關する制令憾、かなり澤山ある
が、愛には成るべぐ本論に縁故のあるものだけを抄録する、術
財政問題は、前節に述ベアこ士風の振興にも、後節に述ぶべき風
俗の匡正にも皆密接な關係があつて、殆と匪別が附けられぬほ
どであることを注意されすこい。
　　　　　　　　　　　　　ムギ　　　　　第一項　役所向経費節減令
　定信就職の翌々月（天明七一1787年八月）役所向の繹費を節減
すぺく、次の命令が出た。
　『近年打績き兇作に候所去午年（天明六年）關東出水にて御牧
　　　　　　　　　　　　　　　　ザイ　納過竿相減じ候上御救ひ普請並に町在御救ひ御手當も少から
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す、其外御吉兇に付ての御物入霧しき儀に付き櫛勝手向御差
支に相成り候之に依て去る卯年（天朋三年）仰せ出され候御倹
約の年限に拘らす當未年よう來る酉年（天朋九改元寛政元）迄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムギ三ケ年の間御僚約の儀嚴しぐ　仰せ出され候、只今迄諸向油
　　　　　　　　　　　　シユソヤイ断は之れ無き儀に候へ共役所々々出情打はだり（原文の儘）候
て御入用減し方の勘辮・・たし一年の御定高申上け候標致さる
可く候只今迄御定高は之れ有り候ても臨痔の御入用相増し候
儀も之れ有り候、尤も年々御入用向に随ひ増械は之れ有る可
　　　　　　　　　　　　　　イヅレ　　　　　　　　　　　　　シユツゼイき事に候へ共唯今迄の御定高に拘らす何も銘々役所限の出情
を以て御定高成る丈相減し候檬いたし置きπとひ御入用筋仰
せ渡され候ても差延ぺ然る可き分叉は差略いたし宜しき筋等
　　　　　　　　ゾンジヨリは聯遠慮無く役所限の存寄詐儀之趣申上候穣致さる可く候、
役所限の出情勘辮を以て御入用減し候へぱ其者の勤功も別し
て顯はれ候儀に候聞厚く心掛け出情致さる可く候惣て御手當
御仕置筋等御差支之れ無き爲の御倹約にて候下々の困窮に相
及ひ候は御趣意に相背き申候儀に候只々人々簾倹の儀相用ひ
　　　　　ワタクシ賄賂の筋一己の私打ち捨τ候て潔自の道打ちみがき御不盆の
御費之れ無き様器量一盃に存じ込み相勤め候事御倹約の專要
にて候
　　末八月（天明七年）』
第二項　旗本等瞼約令（同年）
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1　『萬石以下御旗本の面々へ申聞け候畳
ピトツ
ー、 衣服諸蓮具等随分有合を用ひ古ぐ候共見分構ひ無く之を
　　用ふ可し新規の儀無用ナZる可く候、朔日十五日廿八日其
　　外御規式等の節は格別李日は白小袖着用に及ぱす候事
　　　但上着に唯今迄縞類着用之れ無く候向後有合に着用す
　　　べき事
?、? 家の衣服猫以て見苦しく候共用ひられ候程は之を用ふ
　　可く並に綿布取交ぜ候共いづれにも勝手能き標に申付く
　　可く候尤も女の衣服同前祝る可き事
　　　　　イソー、? 作等急がざる儀は無用の事
一、惚て
　　公儀へ掛b候儀は格別家督嫁婆を始め一類中0）賠答唯今
　　迄の孚分泥るぺき事
・一、家督嫁嬰の振舞は近來御定の趣を以て猶更輕ぐ致すべし
　　其訟の祝義には吸物盃事にて振舞無用に候、小身の輩は
　　一向に吸物盃事たるべき事
　　　但常々集會李日用ひ候膳物の外少も取繕ひ申すまじき
　　　事
㌦成る可き程は知行所の者召置き然る可く候惣て相封にて
　　　　　　　　　　　　　ワキマ　　召置き候者も何穣にも用事辮へ候て男振構ひ無く召置か
　　るべき事
　　　　　　キツト右之遍三ケ年急度相守らる可く候以上
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　　　八月（御書付留二月は誤通
：肛　同趣旨
『享保十六（1731）年　仰せ出され候趣猫叉心得の爲め相鯛れ
　　　　　　　　　　ノ　　ミ近家衣服飲食無用の費而巳多く簡（原文の儘）要の心懸の儀は
薄く相成り並に定めの入敷等も不足に之れ有り候類も相聞へ
候畢寛本末取失ひ候事に候能く能く相心掛けらるべく候
右之趣萬石以下の面々に相鯛れらる可く候
　　八月』
III倹約縫績令（寛政元一1739年）
『上略來る戊年‘寛政二年）より凍る寅年（寛政六一1794年）迄
五ケ年の間猫叉御倹約　仰せ付けられ候間一統出情相勤めら
る可く候下略』
第三項諸儲蓄令
　1『上略高一萬石に付き五拾石の割合を以て戌年より寅年（寛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カコヒ政二年より同六年）迄五ケ年の間面々領邑に園穀いだし候標下
略』命令、寛政元酉年九月。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カコヒ　∬　『上略萬石以下にても右の　御趣意を以て園米仕下略』るぺ
きの諭告、同年同月。
　　　カコヒ　II1園米の儀領分孚毛損亡の分は其年園米に及ばざる事、其
飽、同年同月。
　V1江戸町會駈創立、地主七分積金の令繊づ、寛政三年く池
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田氏徳川幕府時代史854頁）
第四項　贅澤品禁止令
爲本御書付留には本令に日附けを敏けど、其前後の比較上、
天明九年改元寛政元（1789）年正月より三月なり（江戸時代制度
研究148頁）
ヒトツ邑一、不盆に手間掛かり候高直の菓子類向後無用に致す可く候
　　　是れ迄擁へ來り候とも相1ヒめ申す可き事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マトヒ　ー、火事羽織頭巾結構の昴無用に致す可く並に町方火事場纒
　　　錫笛の外用ひ申すまじき事
　　　ノウ　・一、能装束甚だ結構なるも相見え候間向後輕く致す可く候鮭
　　　　　　　　タイソオ　　　に女の着類も大造の織物縫物無用に致す可き事
　　　　　　　カゾト　ー、はま弓菖蒲甲刀はご板の類金銀かな物拉に箔用ひ申すま
　　　じき事
　一、雛蚊にもてあそび人形の類八寸以上無用たるべき事右以
　　　外の分は麓末の金入とんす類装束は苦しからざる事
　一、雛道具梨子地は勿論蒔絶に候共紋所の外無用の事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイソオ　ー、櫛かうがい髪さし等金は湊して相成らす候銀竃甲も大造
　　　に之れ無きは苦しからす候拉に目立ち候かさり細工入組
　　　み高直の品は責買堅く停止の事
　一、きせる其外もてあそび同前（原文Z）儘）の品に金銀遣ひ申
　　　すまし、ぐ候蚊に蒔糟等結構に致すましき事
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右之條々急度相守るべぐ候惣で奢りだる品こしらい申すまじ
き旨元蘇享保年中鯛れの趣猫』叉此度改めて右之通り　仰せ出
　　　　　　　　　　　シ　イナごされ候左も只今迄商人仕入れ候分は當年限り責買致し家來
（原文の儘）戊年（寛政二一1790）よりは書面の通壷買停止ナaる
べく候停止の品自今あつらへ候もの之れ有り候はは奉行所へ
相伺ひ差圖致すべき旨町方えも相鯛行候條其意を得らる可く
候』
第四節　風俗の匡正
本節各項の中に引用する御定書百ケ條は、徳川時代の刑事法
を代表するものといふことが出來るが、其のうち寛保律（寛保
二一1742年八代吉宗の旨を得て決定溝書しセるもの）は百ケ條
で、寛政律（寛政二一1790年十一代家齋將軍、定信執政の時修
訂したるもの）は百三ケ條である。
寛保律の奥書及び追撫寛政律の奥書は
　　『右御定書之條々元文五（1740）庚申年五月松李左近將監を
　以被仰出之前々被仰缶候趣並先例其外評議之上追々伺之今
　般相定之着也、
　　寛保二壬戊年三月廿七日
　　　　　　　　　　　　　　寺融奉行
　　　　　　　　　　　　　　　　牧野越　中　守
　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　大　岡　越　雨　守
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　　　　　　町奉行　　　　　　　石河土佐守
　　　　　　同　　　　　　　島　長門守
　　　　　　御勘定奉行
　　　　　　　水野封馬守
　　　　　　同　　　　　　　木下伊賀守
　　　　　　洞　　　　　　　紳谷志摩守
右之趣達
上聞相極候奉行中之外不可有他見者也
寛保二壬戌年四月
　　　　　　　松李左近．將監
右御定書之條々元文五庚申年五月松李左近將監を以被仰出
候趣先例其外詐議之上追々奉伺之猫叉此度相定之もの也
寛政二庚戌年三月廿七日
　　　　　　祉寺奉行
　　　　　　　松李右京亮
　　　　　　　牧野備前守
　　　　　　訂奉行
　　　　　　　初鹿野河内守
　　　　　　　池田筑後守
　　　　　　御勘定奉行
窮二草　寛政改革の婁旨 61
　　　　　　　　　　　　　　　根岸　肥　前　守
　　　　　　　　　　　　　　　曲　淵　甲　斐　守
右之趣達
上聞相極候其掛御役人之外不可有飽見者也
　寛政二戌年四月
　　　　　　　　　　　　　　　松李越　中守
となつて居る
　　　　　　　　　　　　カドワカシ　　　　第一項　盗賊人勾等庭分
【御定書五六
盗人御仕置之事
?、? て盗物之品は被盗候ものえ相返可申候金子遣捨候は＞
　　可爲損失、勿論盗物取戻候共無差別左之癒御仕置可申付
　　事
　　　　　　　　　　　　　　　　　引廼之上
　　　　　ヌスモー、人を殺、盗いたし候着　　獄門
　　　　　　　　　　　　　　　　　盗物持主取返塾夷とも
?、 盗に入、刀物にて人に瘍付候者　獄門
　　　　　　　　　　　　　　ゾンジ　　但怨入にて無之候共盗可致と存人に疵付候もの、死罪
㌦盗に入忍物にて無之外之品にて人　右同噺
　　に疵付候もの　　　　　　　　　　　　　　死　　　罪
　　　　　　　　　　　　　　　　　頭取
?、? 可致と徒黙いたし人家　　　　　　　　獄　　　門
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　類
　　へ押込候者　　　　　　　　　死　　罪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　金高雑物不俵多少
?、?? え怨入、或は土藏杯破候類　　　　　1死　　　罪
　　　　　　　　　トアキ　　但書夜に限らす戸朋有之所、亦は家内に人無之故手元に
　　　　カルキシナ　　有之輕品を盗取候類、入墨之上重敲
へ盗人之手引い乾し候もの
一、片輪もの所持之品を盗致候者
一、追剥いたし候もの
　　オヒオトシ　　　　　　ギ
ー、 追落いたし候もの
　　　　　　　　フー、手元に有之品風と盗取候類
　　　；死　　　罪
　　　死　　　罪
　　　獄　　　門
　　　；死　　　罪
金子は拾爾♂以上雑物は代
金に積拾爾位♂以上は
　　　死　　　罪
金子は拾爾♂以下維物は代
金に積拾爾位♂以下は
　　　入　墨　敲
一、（四ケ條略）
?、 輕き盗いすaし候もの
一、一且敲に成候上盗致候者
一、途中にて小盗いたし候もの
　　　　　　　　　　　　　カナモノハヅー、橋之高欄叉は武家屋敷の鐵物外し候者
一、湯屋え参り衣類着替候者
一㌧（四ケ條略〉
?????
　　　　　　　　　　　　　　　　　　引逼之上
瞬、片輪者を殺候て所持7）品を盗取候もの　　獄
墨
敲
弓野
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?、? 藏え忽入、醤悪に候共五度
　　　　　　　　　　　　　　　　　物不得取候共引逼之上
　　以上の度敷盗いたし候者　　　　　　　死　　　罪
・難物取返し内謹　　　當　人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叱　　り　　にて逃し遣候もの　　　　　　　家　主
　　但死罪に可成盗人を内謹にて逃し遣候は、名主當人、輕
　　過料。
（以下略）
II盗賊關係諸鯛書
甲　天明八（1788）申年十二月
『都て屋敷内にて盗賊召捕候はや頭支配え申達するに及ぱす
直に員番の町奉行え相届け可く候尤も町奉行より早速組の者
差遣はし講取候様申渡し置き候
右之通り相鯛れらる可く候
　　十二月』
乙　寛政元（1789）酉年八月
　ヌスミ『盗悪事いたし候もの御料所に於〔召捕り候笛御代官在陣の
場所は之れ無く候共出張陣屋等之れ有う手代差遣はし置候場
　　　　　　　　モヨサ所は盗賊召捕1〉候最寄次第直に陣屋詰手代共吟味いたし口書
取揃へ差出させ奉行差圖の上直に陣屋元に於て御仕置申付け
　　　　　　　　　　　　　ヂイリゴト候穣取計らはる可ζ候尤も外出入事並に盗賊筋にても格別入
組候品は當地へ呼出の上ならでは吟昧淡し難き筋も之れ有る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タケ可く候＼共題例盗賊無憲吟味一遇為の筋は成る可く：丈事速に
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相決候機之れ有り度く候聯の品にても當地呼出しに相成銭候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミノガシ様にては土地の者杯おのつから難儀にも之れ有り内々は見迩
　　　　　　　　　　　　　　　ムキに致す儀も出豪申す可き哉其上私領向盗賊無宿の吟味追な嚴
重に成り候はは御料所の方猶以て俳徊も致す可く候聞御代官
在陣之れ無き場所にても盗賊一件に限り其所に召捕も置き入
組まざる儀は早々吟味詰伺之れ有り速に下知の上御仕置申付
け候様取計らはる可く候
　　寛政元年酉八月』
丙　寛政三（1791）年四月三通
　　　　　　　　　　　　　　　　　テイ『頃日盗賊所々え入り候趣相聞こえ候右騰の儀之れ有り候は
　　　　　　　　　　　ウチステ、召捕り候にも及ばす候間打捨にいたし相屈け可く候
右之趣向々に相鯛れりる可く候
　　四月』
『此籔盗賊等之れ有る趣相聞こえ候に付き魍bの者相増し相
　　　　　　　　　　　　　　　　　タケツカヒ糺し候間夜中は擦勝無き儀は格別成る丈使等も差出さ）る様
いπし申す可き事
　　　　　　　　タヤシ　　テカうり?、? 賊入り候は、糺の手掛にも相成レ候間早々頭支配迄相
　　屈け可き事
　　　　　　　　カヤリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミキヤ
ー、 盗賊召捕り方手掛に成り候儀並に不審なるもの見聞に及
　　ひ候は、書付封印いたし頭支配に相屈け候に及ぱす御目
　　付に差出す可き事
?、??? の儀に付き狸に取留めざる風説申鯛らし候儀決し
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　て仕るまじく候若し狸に申鯛らし候もの之れ有り候は、
　急度仰せ杜けらる可き事
右之通萬石以上の面々に相鯛れらる可く候
　四月』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハカリ『武士屋敷にて盗賊或は獲籍もの等之れ有る節自分屋敷斗の
　モツパラ用意專にて隣家其外近所等互に心附け薄く候へぱ何れも濁立
　　　　スクナ候標にて入少なる節杯は取赴かし候類も之れ有る可く候哉、
　　　　　　トク猫叉近所の面々得と（原文の儘）申談じ置き右申合せの分相互
　　　　　　テイに一屋敷と心得右髄の節は主人並に在合はせ候家楽をも召連
れ盛り取鎭め申す可く候一髄途中に於ても法外の始末之れ有
り候へば打捨申す可き義（切捨てにすべき）に候庭況や屋敷へ
入）候類は尚更其分に致す可き筋に之れ無く候兼て銘々働き
の標子をも
御覧し置かせらる可き爲にも候間厚く申合せ可ぐ候尤も右申
合外の場所へは狸に駈集まり申すまじく候見物かましき者も
之れ有り候は凝其者を召捕参申す可く候
　　　　　　　　　　　　　　　キつ　但申合せ決し難き義も候は、御目付へ聞合はす可く候
右之趣萬石以下の面々分限高の多少によらす最寄々々に申合
はせ置き候様達せらる可き事
　　四月』
了　寛政十三改元享和元（1801）酉年
　　　テイ　　　ヌスミ『巾着切髄途中盗いたし候わる物（原文の儘）申合はせ往來人
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に突當b喧嘩杯仕懸け羽織或は懐中の品ヌは女の櫛等奪ひ取
り候類あらかぜぎと唱へ候もの共近頃俳徊いたすよし相聞こ
え候町方は町奉行手先にて巌しぐ申付け是れ迄蝕程召捕う候
儀も之れ有り漸々部に成り候趣に候へ共屋敷の打綾き候場所
　　　　　　　フトヘキの儀は未だ右標不届なる始末に及ぴ候儀も相止まざる榛にも
相聞二え候間辻番所組合廻り並に辻番所におゐて此節格別心
を附け召捕り届に及ぱす町奉行並に火附盗賊改へ引渡し串す
可き事
右之通伺ひ相濟し候に付き申達し候以上
　　七月　　　　　　　　小長谷和泉守
　　　　　　　　　　　　　　　　松　季　　田　宮』
皿御定書六一
人匂引御仕置之事
ヒトヅ
ー、 人を匂引候もの　　　　　　　　　　　死　　　罪
　　　　　　　ナレアヒウリツカハシ
ー、? 引候者と馴合費遣分ケ前取候者　　重き追放
第二項賭博取締
1御定書　五五
　サンカサツケ　　　　｝リノキ
『三笠附博変取退無蚕御仕置之事
セトヅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤド三1灘瓢 逡 島
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二1識雛／　　上非人手下
　　　　　　　　　　　　　　　　　家財取上
?、? 退無鑑國振、世話役　　　　　　　　　江　戸　彿
　　　　　　　　メシツカヒー、? 士屋敷にて召仕博変致候者　　　　　　遠　　　島
　　　　　　　　　　　　　　　　　入墨之上　　　　　タ・キー一、悪塞捲候者　　　　　　　　　　　　　　重　　　敲
?、 手目博変（仕方未詳）打候着　　　　　　　遠　　　島
一、同地主　　　　　　　　　　　　屋敷取上
　　但五ケ年過元地主え返被下芝。外にて致候もの之地主は
　　三ケ年過返可被下
　　附、其日稼之者商先にて當分博変致候類は地主並に所之
　　者共替不及
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但在方者　組頭五人組共
?、?? 主
　　　i過　　　料
町：方在方共
　　　過料五貫文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　家　　　並
i過料三貫文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　向ふ側小間に慮じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適　　　料
　　但在方は村高に感じ　　　　　　　　　　過　　　料
?、 輕き賭之寳引よみかるナこ打候着　　　　　珊日手鎖
　　但五十文以上の賭銭にて候は、博変同然の御仕置
?、? 宿いたし候もの　　　　　　　　　　　過料三貫文
　　但（書前段と同様〉
?、 （賭博訴人御褒美の條略す）
　　ナカマ
ー、 仲間之者え金子合力之爲と申し博変を催
　　し合力金之内内護にて自分配分取候もの　逡　　　島
?、 博変催候世話は不致候へ共合力金貰候者　中　追　放
?、 三笠附、博輿打、取退無蓋之儀町内名主五人組等訴出候
　　はは當人並に家主は御仕置に申付、地主は地面不及取
　　　　キヅトシカリ　ヤド　　上、急度叱、宿之爾隣五人組名主一町内のもの不及替
　　但在方も右同断
　　メの
?、 都て三笠附、博変打、取退無霊御仕置一件之内遠島もの
　　五ケ年過御赦有之節御免之儀可相伺事
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　　　　　　　　　　　　　　ヒをトホリ　　　但駈沸以上御仕置もの博変一通に候は、右同断相伺可串
　　　候
　一、週り筒、博変筒にて打候もの　　　　　　i過　　　料
　　　但度三以上廻り筒致候もの　　　　　　　中　追　放』
　乙諸鯛書等
　此の賭博に關する法規は、掛り役人の外飽見ある可らざるも
のであるから、一般に封しては高札叉は鯛れ書の類を婁て、其
禁制を周知させなけれぱならぬ、二三の例次の如し
　1朋和四（1767）年八月（御書付留地』五五）
　　　　　　　　　　　　　　　ナド『博変三笠附取退無鑑は勿論富突杯と名付け博変かましき儀
　致すまじき段前々相鯛れ候庭亡却致候者も所々に之れ有り中
　　　　　　　　　　　　　　　マギラ　國筋にては第一と唱へ三笠附杯に紛はしき會合致し候趣杯相
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タヂ　聞こえ候御料所村々の儀は御代官御預所役入心掛け相糺し召
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キヅき　捕り嚴しぐ吟昧致し候間私領にても村役人へ急度申付け置き
　向後捕違ひは苦しからす候間其筋の役入心掛け疑はしきもの
　は召捕）吟昧の上一領一地頭限の儀は
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒキアと　公儀御仕置に准じ自分仕置申傭億贋の引合之れ有う候は相伺
　はる可く候
　右之通領主地頭相鯛れらる可く候以上
　　　八月』
　II安永五（1776）申年三月（詞書天八九）
　『富突杯と名付け博変がましき儀致すまじき旨所々相鯛れ候
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輝り煽引編富其外品々名目を付δ冨突興行い柁す段相聞え候
　テイマギラ　　　　　　　　　　　　キツト右騰紛はしき儀は巳來急度相止め候機御料は御代官私領は領
主地頭蚊に寺領肚領之れ有る寺肚等洩れざる榛村々へ相鯛候
様致す可く候
右之通り相鯛れ候間其意を得らる可く候
　安永五申三月』
工肛天明入（1788）年定信差圏（同書天一　二）
　　　カケ　『博変賭二7）勝負前以て御法度に候庭近年相ゆるみ博変賭の
　勝負等の儀色々名目を附け候て武士屋敷叉は茶屋蚊に辻等
　　　　　テイ　　ラチ　におゐて右騰不将の儀いたし候趣相聞こえ候珍來右膿の儀
　　　　　　　　　　　　　　　　タじシ　　　　　　　　　アヒ　之れ有り候はは急度申付く可ぐ候尤も昧昧糺の上は掛う合
　　サホサキ　の先々迄も用捨無ぐ相糺し仕置申付く可く候尤も右騰不将
　のもの之れ有り候はは密々奉行所へ訴へ可く候急度御褒美
　下さ可るく候同類の内たりεも訴出で自分薯悪をも相改む
　るに於ては是叉御褒美下さる可く候
右之趣町方は辻々に張置き在方ば高札場叉は村役人宅前等に
張置き町役人村役人五人組共組合限に申合せ互に改め申す可
く候、武家にては家來鯨に末々部屋に至る迄油断無く相改め、
寺肚にても同断申合せ互に改め申す可く候右之趣御料私領寺
疵領町方迄洩れざる穣相鯛れらる可く候
　　天明入申年正月』
　　　　　　　カケ　『博変虹に惣て賭の諸勝負は前々より御制禁の庭近年在方
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　のもの共博変に似寄り候儀をもてあそひ候趣相聞え不爵の
　至に候尤も露顯いたし候へば重き御仕置にも仰せ付けられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ナホドリ　可く候へ共畢覧其村の村役人共改め方等閑故の事と相聞え
　　　　　　　オノオノ　候以來は右の趣各より一村限村役人共へ念度申渡し君し村
　内にて博変或はこまの類かるπ都て賭の諸勝負いたし候も
　の之れ有り候は）嚴しぐ取計らひ村役人共召捕り早遽訴出
　　　　　　　　　ゾンツヨリ　で候共叉は村役入共存寄を以て過料等取上げ候共勝手次第
　にいたし或は右悪事いすζし候もの逸去今候で其席に捨置き
　候金銀の類も村役人方へ預り置き其段御代官役所へ申立て
　右金銀は村方入用にいたし村内博変致さ）る檬申渡し若し
　此以後
　蚕儀より相廼今候役人見餐め召捕）候儀も之れ有り候はば
　村役人不念に付き心得違ひ之れ無き榛致す可き旨兼て村々
　へ申渡さる可く候
ヒトツ
ー、 村役人拉に百姓共の内取締等心を附け博変致させざる段
　　相違無く候はぱ右取締等いたし候村役人百姓の名前等阜
　　々申聞かさる可く候
ヒトツ
ー、 春の内は申すに及ぱす慧場等は春夏え掛け其外の場所は
　　秋作取入れ候時節或は氏紳祭禮等前後は手代家來等繁々
　　　　　　　　　　　　　モヨリ　　見廻はらせ御代官も陣屋最寄又は廼村の序には自身不時
　　1二も相廻り夜中燈杯見へ候て怪しき類は相糺し候様致さ
　　る可く候、惣て博変等の賭勝負は家業を失ひ村方困窮の
‘72 寛政改寧と柳樽の改版
　　　　　　　テイ　　　　　　オモタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きホリ　　塞に候間右膿の儀を重立ち取討らひ候もの或は通もの騰
　　　　　　　　　　　　クサヤカ　　　　　　　　　　　　　　ヅメ　　のもの彿栖いたし候はは聯用捨無く召捕）吟昧詰相伺は
　　る可く候
　　　　　　　　　　　　　　　　　オノホノ右は松越中守殿御差劉に付き申渡し候間各は申すに及ばす手
代共も申合せ油断無く取計らはる可く候
　　天朋八年串正月』
IV　寛政四（玉792）年十二月（？）（同書人八九）
『博変賭の諸勝負御翻禁の段勿論に候へ共御家人の面々屋敷
々々にても常舟申付く可き事に候へ共今以て博爽相止めざる
趣相聞え候之に依て享保年中仰せ出され候趣年月を経候儀に
　　　　　　　　　　　メシツカヘ候間猫叉相達し候中略、召仕共堅く制止を加へ相用ひざるに
おゐては飽所のもの入交り候共用捨無く召捕り置き奉行所叉
　モヨリ　　　　ツケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウチは最寄の火附盗賊改え相渡さる可く候時宜によりては尤も討
捨にも致さる可き事（享保の例次の如し〉
　　　　　享保六（17瓢）丑年八月
　　　　　　　　　　　嚇十人組岡野櫨次鄭組
　　　　　　　　　　　　　　　　　萩原彌左衛門
　　彌左衛門番所に於て門番拉に飽所よりも家う博変致し候
　　テイ　　騰に付き彌左衛門父子罷越し相轡候所燈等を清し右腱の
　　もの共垣壁を破り逸出し候所を二三人伜基之助切付け候
　　由中略、自今も漉断無く吟味致したとひ御直参たりといふ
　　共屋敷の内え凍り博変等致し候はや討捨に致す可く候此
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　　度一件のもの共狸に武士屋敷へ入込み博変いπし候に付
　　き死罪仰せ付けられ候』
V　以上とほ、・同趣旨の取締令は其後も
　1寛政六（1794）寅年
　2　享和元（1801〉酉年六月と七月
　3　同年十一月
等屡々繰返へされた。
　　　　　第三項密通御仕置之事（御定書四八）
ヒレツ
ー、? 通いたし候妻　　　　　　　　　　　　　死　　　罪
?、? 通の男　　　　　　　　　　　　　　死　　　罪
　　　　　　　　　　　　　　　　　紛れ無愚に於ては1
?、? 通之男女共に夫殺候は）　 無構
?、? 夫をi殺し妻存命に候は㌧・其妻　　　　　死　　　罪
　　但若密夫赴去り候はや妻は夫の心次第に申付く可し
?、? 同心之れ無きに密通を申掛け或
　　は家内え怨入り候男を夫殺候時不　　　　　　　　　　　　　　　　　男女共
　　義を申懸候謹擦分明なるに於ては　　　無　　　構
?、?? 之女え密通之手引致候もの　　　　　中　追　放
　　　　　　　　　　　　　　　　　男は引廻の上
?、 主人之妻と密蓮致候もの　 獄門
　　　　　　　　　　　　　　　　　曳　　　は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；死　　　罪
7唖 寛政改革と柳樽の改駿
一、夫有之女得心無之に押て不義致候もの　　死
　　但大勢にて不義致候は）頭取獄門同類重追放
○其他略す
罪
第四項　心中、隠責女
甲　心中
1　御定書五十
　男女申合相果候もの之事
　一、不義にて相劉死いたし候もの　　　死舷取捨爲吊申聞敷候
　　但一方存命に候はや　　　　 下手人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　二…　日　晒
?、? 方存命に候は、・　　　　　　　　非人手下
一、主人と下女と相劉死いたし
　　　仕損じ主人存命に候はや　　　　　　非八手下
∬　享保八年鯛書畳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ　繭述御定書五十は享保七（1722）年の取極めであつて、翌八年
次の如き鯛書が麺はつナZ、而して定信執政中に於ける、同榛の
鯛書あリセるや否を識らないが、若し有つ泥ら、諸事享保の制
に則るの宣言から推して、大騰同一のものであつたらしく思は
れるo
　『　　畳
　　　男女申合せ候て相果て候もの、儀自今死骸を取捨て一方
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　存命に候はや下手人に申付く、尤も死骸吊ひ候事停止申
　付く可く候、且叉双方存命に候はや三日晒の上非人手下
　　申付く可き事
ヒトノー惣て此類糟双紙拉にかぷき狂言等に作り候事堅く仕るま
　　　　　　　　　　キツトじく候若し相背き候はや急度申付く可き事
右之通仰せ出され候間町中鯛れ知らす可きもの包
　　　　　　　　　ウツシ右之通町鯛之れ有るに付き爲相廻し候順達の上播摩守に相返
さる可く候以上
　享保八卯年三月（一本作二月）』
　カクシバイチぽヨ乙懸質女取締
1御定書四六
隠貰女御仕置之事
ヒトヅ三欝懲簑巌候、の｝
二1聯
二溜
?、? 主
身上に感じ過料之上百日手
鎮にて所え預、隔日封印改
三箇年之内新吉原町え爲取
遣す
身上に慮じ家財三分二取上
候程之過料
身上に慮じ過料之上百臼手
鎮隔日封印改
　但家主建置候家藏有之候は、五年之内店賃爲相納可申候
㌦五人親　　　　　　　　　　　　過　　料
・㌦名主　　　　　　　　 重過料
’76 寛政改革と柳栂の改版
　　　　　　　　　　　　　　　　　玉ケ年之内家屋敷取上地代一、地主　　　　　　　　　　　　　　店賃共爲相納五ケ年過候は
　　　　　　　　　　　　　　　　　は元地主へ返可破下
　　但外に罷在候共右同断に取斗、叉候責女置候は、幾度も
　　同穣申付、明き地には申付間敷候
一、御扶持人叉は御用蓬町人拝領屋敷　　　　右　同　断
　　但右同断
?、??? 前町屋　　　　　　　　　　　　　右　同　断
　　　　　　　　　　　　　シカリオキ　　但寺院紳主は寺肚奉行にて叱置、自分にて遠慮いたし候
　　榛可申付候
　　　チカリー、? 地借町屋之分は　　　　　右同断
　　但寺院沸主等餐右同断
　アキナヒモノー、?? をも出し置致渡世候者
　　妻同心せざるに責女に出し候もの　　　　死　　　罪
　　但飢潟之者夫婦申合責女爲致候迄にて盗等之悪事無之候
　　はヤ・不及糺明事
　　踊子呼寄責女爲致候料理茶屋等
　　家主
　　但地主其所に不罷在池に罷在候は鴇
　　　　　　　　　　　　　　　　　男　　　　　　オビキイタス　、隠i責女を誘引出におゐてたは
一　地主は
一、名主、五人組
女
????????
過
???
構
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　　但女は誘引出候者方え成共外え墾候共心次第可申付』
II　慮責女制禁鯛書の一　（寛政元酉一1789年七月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キヨ『都て在方に之れ有る責女古凍より御免叉は年久しく領主承
屈け置ぐは格別、隠責女は堅く差置き申すまじき慮、近來狸
　　　　　　　　テイに相成り所々に費女膿のもの差置き候段相聞こへ候右に付き
おのづから村方風俗も宜しからす農事に怠り候間近郷迄衰微
に及び離散のものも出來いたし且つ宜しからざる者も立入り
候儀に候間自今隠寅女一切差置き申すまじく候着し隠置き外
よ）相顯はれ候は漏其所役入共迄詮議の上急度御仕置仰せ付
けられるべく候、此旨御料は其所の奉行御代官、私領は領主
地頭よう寺魁旗迄洩れざる様嚴しく申付けらる可く候領主御
代官等にても油断無く心付け此上着し隠置き候者之れ有り候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テイ　　　　キもはヤ・早速召捕り申さる可く候、尤も新規に費女商買鰹の儀承
　　　　　　　　　　　　　　　　タク屈け申さす古楽より有來り候分も成る丈減じ候様取計らはる
可く候
右之趣相鯛れらる可く候
　　七月』
皿　隠責女制禁鯛書の二　（寛政四年七月）
　　　　　　　　　　　　テイ『御料御代官所村々の内責女鰹のもの差置き渡世にいたし候
　　　　　タうシ儀之れ有る笛糺の上奉行所へ差出し候仕樫bの趣に候庭右髄
の儀迄江戸差出し候ては所々のもの共難儀の筋に候間以來は
其所の支配陣屋にて吟昧詰御代官の了簡を以て餐等の儀相渓
’78 寛欧改革　榔樽の改版
　　　　　　　　　　　　ソレソレし書付を以て奉行中え相飼ひ夫存申付く可き旨申渡さる可く
候
　　　　　　　　　　　　　テイー、? 代官所村々にて慮費女膿の儀之れ有る節御代官吟味い
　　　　　　　　　　　　　　　　ハカリ　　　　　　　　カコヘ　　たし別段の悪事之れ無く責女一件斗の事に候は、抱置き
　　候もの共は田畑家屋敷は五ケ年の内取上ザ年限中小作に
　　　　　しサクトク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モヨリ
　　串付け作徳余分之れ有り候は、其村方叉は最寄村方の内
　　身元宜しきものへ預け置き小晃養育料叉は困窮のもの御
　　　　　　　　　　　　　　タヅサ　　救ひに當て備置き申す可く候携はり候ものは過料手鎖等
　　相慮の餐之れ有る可く候
?、?? 女は村役入え相渡し…其村内に限らす他郷飽村にても
　　アレテオキカヘリ　　　　　　　　　　　　　　　　タゆシ　　荒地起返の揚所等其外女少き所々へ糺の上御代官了簡を
　　　　ヨメ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾンジョリ
　　以て嫁り候穣に申付く可く候尤も責女親兄等存寄相尋ぬ
　　るに及はす申付け候上．一樋ゆ申聞け可く候
右之趣は兼ねて其方共えも心得申聞け置き候様松越中守殿仰
せ渡され候間右一件卿仕置の儀は公事方月番え相伺はる可き
儀右に付き取上候田畑小作に申付け小見養育等に備へ置き寅
　　ヒきスクナ女は人少村々へ遣はし候儀は御勝手方月番へ申聞けらる可く
候事
　　寛政四年子七月』
　　メシウリヲンナIV　食責女欠落等の件　（寛政十末一1799年三月）
　　　　　　　　　メシウリ　　オピキダ　　　　　　　カケォチこ『五海道宿々・放籠屋食費女誘引串されヌは欠落いたし中略、候
　　ウケニンヒトヌシは》請人人主え慮封いたし引戻させ候とも』叉は給金立替へ或
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は人代り等差出ださせ候へは相濟み申す可き事に之れ有り
下略』
第蕊項　浮浪者取締と人足
　　　　ヨセバ　　　　寄場の創設
1浮浪者取締
定信執政前、虚無信、浪人、蕨潜、修験、警女、座頭、薇多、
非人、等の行動取締の爲め。次の如き鯛書が登せられた
　甲　安永三（1774）年二月
　　　　　　　　　　テイ『近來村々え虚無僑修行の騰にて参り百姓共へねたりがまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤトき儀申掛け或は族宿を申付δ候標村役人杯へ申し候故宿取り
　i遣はし候へは麓宅にて止宿成り難き由を申しあば’れ其場に居
　合はせ候もの共を尺八にて打郷いたし疫付け候儀之れ有る段
　　　　ワトヤキ相聞こえ不屈の至に候虚無俗修行致し候は、志次第の施物を
　　　　　　　　アイタイ請け夜に入り候は＞相劃にて…宿致す可き筋に候間以雍虚無
信共聯も無法の筋之れ有らば其村方に差押へ御料は御代官並
　に御預所役所、私領は領主地頭役所へ早々召連れ出づ可し若
　　　　　　　　　オチド　し相背くに於ては其村々越度沈る可き者也
　　安永三午二月』
乙同十月
　腿來浪入探と申し村々百姓家え参り助力を乞ひ少分の合力
銭i貴はし候へぱ悪ロ㍉寸εし或は　宿を乞ひ泊も病氣杯と申し
80 寛政改革と柳樽の改版
四五日蓮留致し候内には品々難題を串掛け合力銭余慶にねだ
　　　　　ホち　　　　　　　フトちキ　　　　　　　　　　　　テイリ取り候段粗相聞こえ不屈の至に候以兼右騰のもの罷越し候
は、其邊の稼多非人に召捕らせ關八州僻豆國甲斐國は公事方
御勘定奉行へ召連れ串で、其余の國々は御料は御代官私領
　　　　　　　　　　　　　　　　　イカは領主地頭え召連れ出つ可く候、勿論何襟申候共決して止宿
致させす名字帯刀いたし候ものへは一銭の合力も致すまじく
候
?、 振僑、修駿、警女、座頭の類物貰ひのもの共心ざし次第
　　　　　　　　アイタイ　　の報謝を講け相封にて宿を借り申す可き庭近豪押して宿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホち　　を取り或はね泥りがましき儀申掛け候者共之れ有る段粗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　テイ　　聞こえ是れ以て不屈の至に候己來右盤不法のものは前ケ
　　條同榛召捕らせ召連れ罷出つ可く候若し相背くに於ては
　　　　　オチド　　其村方越度たる可き者也
右之趣御料私領寺肚等洩れざる窪相鯛れ村々にて爲取らせ村
々入口高札場或は村役人の宅前抹へ張り置かせ申す可く候
　　安永三午年十月
右之通相鯛れらる可く候邊
丙　安永七（1778）年十月
『近來稼多非人等の類風俗悪しく百姓町人え法外の働いたし
　　　　テイ　　マギ　　　　　　　　　　ニウサ或は百姓膿に紛らし族籠屋煎責屋漉屋等へ立入り見轡め候へ
は六ツかしく申掛か、も候へは百姓町人は外聞に拘は蔭罵捨
し置き候敵法外壇長致し就中中國筋の猿多非人茶箋の奪諮賊
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホヘ　愚窯（原文の儘）もの、宿叉は盗物の量議いたし候趣も粗相聞
　　　　　　　　　　　　　ヌスだ　　　　　　　　　　　　　　ヒキマハシ　こえ既に薇多申合はせ村々へ盗に入り候もの追々引麹死罪御
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌスミ　仕置申付け候へ共風俗相直らざる由の取沙汰之れ有り候・盗
　悪事いたし候ものは勿論百姓町人え劉し過言いたし候鰍百姓
　　　　　マギ　町人髄に紛らし候ものは嚴しく御仕置申付け候段桑て薇多非
　入茶笙の類え嚴しく申渡し尤も相背き候もの之れ有う候は、
　御料は御代官より手代足輕差出し召捕り御勘定奉行へ連れ申
　す可く私領に於ても右に准じ申す可く若し捨置き候場駈之れ
　　　　　　モヨリ　有り候は、最寄御代官より手代足輕遣はし召捕るにて之れ有
　　　　　　　　　　　　　　ゾホン　る可く候然るに於ては其地頭の不念πる可きもの也
　右之通御料私領洩れざる穣相鯛れらる可く候
　　　安永七戌年十月』
　II人足寄場の創設
　明和安永度に於ても、浮浪の徒の少くなかつたことは・前段
に述べた様な取締令の、蒔々登せられたので明燈であるが、天
明度の大飢饒後よ失業無宿の匪徒江芦に充満し、到底捨置く能
はざる歌況となつナZ、そこで寛政二（1790）年．二月、石川島に入
　コセ　バ足寄場といふが創設せられナ亀人足寄場は現今の懲治場留置場
i繹放入保護場を蒙ねた如き組織で、強’制勢働を科したのである、
夫れに付き歴史集成下13頁に引用した、栗本鋤雲の弛巷逡稿に、
次の一項がある、括孤内註とあるは予の附記する所である。
　『寛政の初年は天明窮飢の後を受け泥る故にや、江戸府下到
82 寛政改革と梛樽の改版
　　　　　　　　　エノゲる庭に姦究潜塵し、壁を鑓り塙を越え或は火を人家に挿むの
輩多きに因む、火付盗賊改俗に加役と欝する職の出確て、先
手組の頭より兼務する事となりしが、予が母方の大伯父長谷
川年藏（註、宣雄）其の選に當り、賊魁紳道徳日郎を捕へてよ
り頗る世に知られたりし、此の人自河侯（註、松李定信）に建
言し、無敷の無宿漂泊の賎民を騒め（註、入墨敲等の庭刑後
引取人無き者、引取人あるも再犯の虞ゐる者等をも含む）、之
を佃島に移して監守を嚴にし、其職業ある者を選別せしに百
工あらざるなければ（例大工建具指物塗物等〉、夫れをして各
々業に島中に就かしめ、其能はざる者は（米鳩油絞炭團作藁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨセバ細工叉は）蓮土難河の役に就かしめ、之を號して寄場人足と
欝し、官用は固より私用にも借使するを得せしめ、賃を定め
て之を與へ其内の何分（註、賃銭の三分一）を官に預りて放免
の日に資と爲すことを得せしめたるが（註、在揚三年の後親
戚あればそれへ引渡し、なければ生國の名主土地役人に引渡
し、前述貯金の外手當として五貫文乃至七貫文を給與するの
　　　　　　　　　　　　　　　　キ制、或は共外役先より逸走するを恐れ、衣するに一榛の潴衣
に跳珠を染め抜きたる衣服を以てせり、是れ囚人瀦衣の濫鰯
なるが、今は其の跳珠を染むるを止められたり（註、此鯛は
長く幕末まで傳つナZ）、叉此の時太田蓮八郎も頗る有名にて同
じく加役たりしが、一夜赤城明神の肚邊を巡りたるに、時」）
　　　　　テイ禁を冒して傭騰の者無燈にて過ぐるあbしかぱ捕へて誰何せ
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しに、狂歌師にて夜會に墾り料らす逞刻したり、　といふ然ら
　　　　　　　ナジば其の吟を聞かんと詰りたるに取り敢へす
　　これ待てと云はれて顔は赤城下
　　　　　　　　　ひよんな所でアフタ蓮八
としてけれぱ、直に放免された弧當時の役人は至俗ながら
も自から一種の氣駒ありし』
第六項　一般風俗及び出版物取締
　1男女混浴の禁制
　『江戸市中の銭湯は、一槽の中に男女老幼の混浴する習ぴな
　りけれぱ、之が爲に風浴を害すること少からざりき、定信は
　之を止めんとし、寛政三（1791）年府下の銭湯屋に命じて、男
　女槽を異にせしめた珊（歴史集成下811頁）
　正史の傳ふる所は、いづれもほ、・これと同様であるが、寛政
萌の川柳に
　1女湯へ起きだ々々々と抱いて來る（明和二）
　　　　　ダ　2女湯へ抱いて來るのは久しぶり（V26オ）
　3男湯を女ののぞく急な用m2611。18
　4　目の畳めテこ子を女湯へことづける　VII4（》L。15
　など、あり、必すしも其全部が混浴であつたとは思はれ・ない、
其傍謹として、天明二寅（1782）年萬句合相印智の二に『山の手
の湯は女人とて隔てなし』とある。されば寛政度の布令は、多
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歎鏡湯中洛槽の魑別を設けてないのも少くなかつたから、夫れ
等を取締つたものと解すべきであらうg
　II女髪結の禁制
　女髪結の由來に就て、蜘蛛の糸憲に
　『安永の末（1780年頃）山下金作といふ女形下勢、深川の染木
　といふ所に住む中略、此者のかつらつけ（髭を附ける職人〉仲
　町の妓に通じたりしに、或ロ此妓の髪を金作の髪の榛に結ひ
　けるを、妓輩うらやみ謝物をおくりてゆはせけるに、後は一度
　を二百銭と定めけるに、結はするもの多けれぱ、かつら附を止
　めて妓の髪を結ぶを渡置としけ弧甚吉といふ若き男、弟子と
　なり一度百づ、にて蚊家の仲居どもの髪までゆひけるに、百
　づ、故百さん々々々と呼ぱれ途に名となりけわ中略、此者後に
　八丁堀大井戸といふ所に住み、藝者ども或は園ひ者杯ゆひあ
　りき、女の弟子ありて、弟子に髪をすかせる其跡へまはりて結
　ふ中略こは寛政二三年の比なり、是れ女に髪結εいふ悪風起
　りたる起源なり、其後百が弟子の玄孫弟子或は自立の者も多
　く出來る故、起立の百をくづして五十となり三十二文又は廿
　四文の安費もありて、女髪結千筋に別れ、招く者も櫛の歯を
　挽くが如くなれぱ、今三十代の市中の婦女は、髪結ふすべを
　知らざるに至る、是飽なしかの百が妓風の毒を獲し、なり、
　然るに維新の御時に遇ひて臨妖風一時に止まるは恭くも賢き
　事にぞありける』
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　とあ）、此記述の末にいふ維新の御時に當るや否やは不明で
あるが、定信致仕後、但し其逡勲の一ツとも見るべき寛政七
（1795）年七月の禁令に日ふ。
　『前々より女髪結と申す者之れ無く、代銭を出だし結はせ候
　者も之れ無き塵、近頃專ら女髪結を渡世とする者所々に之れ
　あり、遊女並に歌舞伎役者の女風に結ひ立て、右に準じ衣服
　等に至るまで華美になり風浴を飢し如何に候、右結はせ候女
　の父、母、夫等何と相心得候哉、女共萬事自身相慮の身嗜み
　を致す可く候、貴賎共に心懸く可き事に候、以i來輕き者の妻
　娘ども自身髪結ひ女髪結に結はせ申さ、・る標追々心懸ぐ可く
　候、是れ迄女髪結渡世の者は稼業を換へ、仕立物、洗濯其の
　外女の手業に渡世を換へ候様是れ亦追々心懸く可く候云々』
　1∬　出版物取締
　本論に直接必要な出版物取締に關する制令は、定信執政中、
寛政二（1790川曳物故の）戌年五月、特に風俗に關するもの、取
締を命じ、同三亥年洒落本を嚴禁し、其大多敷の絶版を見るに
至つたのである、山東京傳が殺訓讃本といふを著はして家に幽
閉せられたのもi其頃のことであるが、愛に最も逡憾とする所は、
其布告の全文を、手元に藏する資料だけでは掲載し得ざるの一
事である、大膿に於て、吉宗時代享保七年十二月の布告に
　『凡そ上梓する書冊の類古より定まりたるものを除き、濫に
　異説を交へ構想す可からす淫褻卑僻の風俗を素る類は槍査フ）
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　上其板木を破却すべしヌ家々の譜牒などに擦りて構想し其實
　を失すると多きものは子孫其誤謬を指摘して訴出づれば調査
　すべし、新に出板するものは編著者及び書躍署名するを要す、
　當家租宗の事蹟を初め施政に關するものは一切停禁せらる、
　已むを得ざれぱ奉行所に訴へ上裁を仰ぐべし蓮ふことあらぱ
　早速庭刑す（剃度研究上115頁）』
　と令しねのと大岡小異であつたかと記憶して居る、或機會と
方法とを以て補充するであらう。
第三牽柳 樽
第一節　柳樽襲行前の攣遷
第一項　前句附の淵源
　　　　　　　　　　　　　　　モんりう　誹風柳樽、略して柳樽といふは、川柳を載せて登行し乾小孚
紙形の冊子の名辮である、明和二（1765）年七月初編が出てから、
天保七八（1836、7）年に至る七十一ニケ年の間に、百六十五六編
まで干り窄テせられナZ。
　川柳の直接の前身、寧ろ初期の名稽は之を前句附合叉は前句
附若しくは略して前句といつテZ、（俳喬皆に六玉川、9前句に智P樽と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つあけうたいふ双紙あり中略塵塚談、燕1274頁）、繭句附は遠く其源を縫歌
に登し、縫歌から連歌を生じ、連歌から俳譜、俳譜から前句附、
前句附から川柳を生したのである、
　　つぎけうた■縫歌
　連歌の濫鯛に就て、二條良基公は筑波問答の中に、あなうれ
しゑや、うまし乙女にあひの云々、の二紳の唱を畢げ、叉或者は
紳武天皇の、あめつつちとりましと、などさけるとめ云々、の購
を取れど、旋頭歌と聡せられる此類のものを別とし、通例は景
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さか行天皇の即位四十年（110）に、日本武奪が東征の砺、甲斐の酒
をの
折の宮におはして、
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　　　にひはりつぐはをすきていくよかねつる　　　蓮比婆理都久波蓑漬疑底伊久用加泥都流
　　　　　　　　　お　ひたくおきな　と仰せられ沈るに御火嶢老人の
　　　かかなへてよにはこエのよひるはとをかを　　　迦賀那倍底用酒波許々能用比遍波登衰加哀
　　　　まつ　と答へ奉りしを其登端と認めて居る、それが爲め、後に至℃、
　　　　　　　　　つ　く　ほ連歌の最初の撰集を菟玖波集（1356年〉、次の撰集を新筑波集、
連歌を俳講化した最初の集を犬筑波集（山崎宗鑑、永正十一一
1514年〉、その批判的歌集ともいふべきを新増犬筑波集（一名淀
川、松永貞徳、寛永二十一1643年）といひ、其外鷹筑波、猿菟玖
波など、好んで筑波の麟を用ひたのである。
　それから西五世紀央から八世紀央までの畏歌短歌を牧め泥萬
葉の
　　　ざほかはのみづをせきゆぬてうえしたをロ　　　　　　やか　もち　　　佐保川之水乎塞上而植之田乎　　　　　家持卿
　　　かるくさいねはひとりな　る　ふ　し　　　苅草飲者燭登流倍思尼
　拾逡集（987－1011）の
　　　流俗の色にはあらす梅の花　　　　　膚大將實資
　　　珍重すべきものとこそ見れ　　　　　　致方の朝臣
　など縫歌及び初期の連歌は、短歌の上の句と下の句とを二人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よみかたして味じ、それを縫けて初めて意味の通する啄方であつナ乞。
　II連歌
　連歌といふ名稽は、金葉集（崇徳大治元一1136年）にあるのが
　　　　　　　　　　　くきり最も古いらしい、其頃から鎖連歌とて多敷の人で附け合ふ一髄
を生じ、頼朝時代、正治二（1200）年家隆百韻連歌、建保の頃（1
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213一）源家長氏國百韻五十韻、』寛喜二（1230）年定家禁中百韻連
歌、などの興行があり、途に後宇多の朝建治二（1276）年、鎌倉
の藤谷爲相卿によつて、連歌奮式目が撰せられナZ。
　連歌のみを撰んだ最初の集、菟玖波集は、後光嚴延文元（13
56）年の選であつて、後圓融慮安五（1372）年二條良基選、連歌
新式目、成り、連歌と能樂とは足利時代に最も流行した。
　III俳講
　俳諮のi連歌、略して排譜といふ、後鳥羽の院の頃（1184－11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う　しん98）、連歌に純連歌と狂連歌との二涙を生じ、前者の一派を有心
　かきのもと　　　　　　　　　　　　　　　　むしん　　くりのもとヌ柿本の衆、後者の一派は無心叉栗本の衆と呼んだ、其所謂栗
本の衆と呼ばれた一派の狂連歌は、即ち後の俳譜の濫鵬で、俳
講の租と欝せられる山崎宗鑑の犬筑波集（永正十一一1514年）の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あらき　た調子は、狂連歌中の狂連歌である、宗鑑の後に荒木田守武出で、
　　　　　　　　　　　　　　　あんほぜ狂連歌と大々狂連歌たる宗鑑風とを購梅した、世の中百首一名
　　　　　　　　　　　　　　　　つい伊勢論語（大永五一1526年）を公にし、尋て俳講連歌の式を定め
たところ、純連歌が奮式新式共に鯨りに高爾にして貴族的なる
に飽いた多衆は、皆喜んで俳譜乃連歌を玩ぶに至り、途には其
調の飢れんとするに當弧松永貞徳出で、宗鑑の前句附句に更
　よに佳しと思ふ自己の附句を添えた新増犬筑波集一名淀川を出た
　　　　　　　　　　　　　あぷらかすし（寛永二十一1643年）、叉別に油糟と題した句集を公にした、
其一部を例示するが、句の下の宗とあるのは宗鑑、貞とあるの
は貞徳の句で、三とあるのは予の戯である。
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春の部
　　　アナ嬉しやな餅祝ふ頃
　　梅の香の先づノ・ナヘ入る春立ちて
　　こ　ぞ　　去年迄セよ無力、ξ）し銭を1繋ぎ初め
　　初刷におのが投句は天に出て
夏の：部
　　　折々人に抜かる、も憂し
　　竹の子の隣の庭へ根をさして
　　腰に差す扇失なふ夢の中
　　競泳の潮に逆らふ閲姻り
秋の部
　　　上にカタ々々下にカタ々々
　　三日月の水に映らふ影見えて
　　二階にも宿借りありて打つ衣
　　　　　　こ　　　　　　　　　　　てらつつき　　跡追ふて凍しは妻なれ啄木烏
冬の部
　　　一寸二寸か㌧“む冬の夜
　　番匠のカネの如くに身は冷えて
　　雪分けて盗人這入る縁の下
　　・今ははすこ見る人も無き雪佛
懸の部
　　　めをと　　　女夫ながらや夜を待つららん
?????
????
???
?????
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　　　まことにはまだ打解けぬ仲直り　　　　　宗
　　懸路には三輪の神さへ御迷惑　　　　　　貞
　　　月見んと里の母から文使　　　　　　　三
雑の部
　　　切うテZくもあり切リナaくもなし　　　宗
　　盗人を捕へて見れぱ我子なり　　　　　　宗
　　　美事なる帯も下緒を長過ぎで　　　　　　貞
　　　取次が横柄に口をきく電話　　　　　　　三
　犬筑波と油糟との調子はざつとこんなものである、貞徳は勅
命に因つて花嘆翁と稽し花の本の聡號を賜はり、畏に至て連歌
と俳譜とは劃然と分離したのである。
　貞徳の残後其門人松江重頼と交つて、大に俳味を戚得した浪
　　　　そういん波の西山宗因、守武宗鑑の滑稽を加味した檀林の一派を起こし、
四方擁然として之に赴き、芭蕉の如きも一時は之を學んだので
ある、（宗因天和二一1682年被す）、檀林亦徒らに輕口的の譜謹
を以て能事としやうとする瞳落期に於て、貞門の季吟より出π
芭蕉は、古池の一句（貞享三一1686年）に活眼を開いて、正風の
　　　　　　　　　　　　　　　　な天下となつナこ。其前後に於て、俳講も傍は複雑にi過ぎると域じ
た一派は、簡易な附合を始め、それがまた中々盛になつ沈ので
わる。
第二項　前句附の襲生
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　　　　まへく　　　　　　　　　　　　　　　　　つけく　名欝　前句といオ、は課題で、附句といふは答啄である、前句
　　　　　　　　　　　　よ帥ち題に封し、附句即ち答を啄むのであるから、前旬附といふ
名欝を生じた、つまり、俳譜のやうに、登端の一句＝登旬（後
の俳句）に封し、脇を附け、それから第三第四と、歌仙の光六
叉は其外五十の、百のと附けるの煩を避けて、前句一に劃し附
句一で絡つて、而も其間に不則不離の俳味を玩はふといふので
ある。
　登生　それが何時の頃から初まつナZか、大和の鶴壽軒良好編、
　　　　　　　　　　　　　　　たがま元腺九（1696）年大阪雁金屋板、俳譜高天の鶯一名俳譜まめ男と
いふの序に
　『上略そも々々此前旬附といふ事京都より初まれるやうに書
　かれける草紙あり、全くさにあらす中略、星霜早ニタ昔もや
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なロ　過ぎぬらん、去る萬治年中（1658－60）に、泉州界に池島氏成
　ゆき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　くれ　　　　　　　　　　　　しゆおき
　之といふ好士ありし、其頃河州小山村に日暮氏とやらろ重興
　と名乗りたる能書め）し、曲人成之の前句を取初めて、六句
　附といふ事を始められた弧四季の句に懸にても名所の句に
　ても加へて中略、河州の俳友之を樂めり、是ぞ此道の最初なり、
　予之を興ある事に思ひ同じく成之の前句を取りて和州の清書
　を始めけり云々』
　とあつて、前句附の清書刊行は、萬治年中泉州河州から始ま
つたものと認めてあるが、其’前明暦中に京都で刊行したものも
あつたらしぐ、要するに開暦萬治頃から、次第に盛んになつた
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ものらしい。
　種類　題として出す前句は、五七五の長句もあう、七七の短旬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はしめもあ帆止だ五文字のもある、五文字を前旬として、首に置く
　かむロつけ　　かさつけ　　　　　　　　　ヨた　　かむサ　　かさ　　　　　　　　　　をなゆ　　　　　　　　　　　ぐつ
のを冠附、笠附、略して止だ冠、笠ともいひ、尾に置くのを杏
　　　　くつ附け略して杏ともいひ、次第に愛艦を生じて、モヂリ、段々附、
ものは附、謎旬附（寳般）、小倉附、認附、國名附、地附など種
々の附合が行はれるやうになっナz。
第三項　前句附の流行
　元腺を中心として、其前、特に其後に於て前句附の流行しナZ
ことは、其頃刊行せられた前句附の書籍の勝しきこと、多数の
俳講師がi其黙者となつて居沈こと、で其一端を窺ひ知ることが
出i來る、重な書名と瓢者とを例示しよう。
　甲　京阪の例
1朋暦二（1656）年　　　　京　橘枝堂板
　花月集瓢者の名無し奥附にある書名
　　沈から舟和寄夷　とわす口春の湊磯の波績頭陀袋
　　都鳥　はら鼓　口とん作　口まね帯　常盤草　四海波　住
　　吉おとり　名取川　（註、此明暦二とあるは、何人かの手書
　　しテZ所で、正確とは断言出來の）
　2　元蘇九（1696）年　　　　　　　　京　　長　谷　川　板
説講住吉踊　圓水題句、帯舟序　冠附　黙者
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　　雲鼓随流　寄木　如泉　我黒　圓水姑水　只丸　武虎
　　　鷺水　島水　風國　晩山　香水　定之　敢山　孝風　好
　　豫　常和　如水　虎竹。
3i藏十三（1700）年睦月　　京　永樂屋板
　佳吉御田植　如水序鷺水蹟　笠附　黙者
　　我黒　信武　以文　雨楓　嘉鯛　滴水　雲鼓　如水　雪山
　　　玉雪　条木　圓山　雲山　寄木　好春　了仙　牧山　近
　　元　定之　水月　暮三　松笛　梅竹．
4元腺十四（1701）年阪富士屋　京菊屋板
　當流笠　　　　　　　　O　o　附俳諾　鳥おどし　園女序　鮎者
　　　　　　　　　　　　　　くき　の　　　の　の　　　　　　　　　の　の　　凍山　一禮　言水　團水　才麿　俘自　盧風　由李　河中
　　　只九文流　萬海繹有　賀子　如泉　如水　玉雪　圓
　　山　我黒　滴水　嘉胴　寄木　加春　定之　暮三　信武
　　鞭石雲鼓。
5　元蘇十五（1702）年　　　　　　　　阪　　野村　長兵衛板
　俳講寄相撲　一禮序　鮎者
　　　　　　　　　　　　　　の　くき　　一・禮風山　調和　一昌　其角　丹山　東格　好柳　扇山
　　　露水　露月　一調　如泉　竹翁　風子　志琴　古竹　雷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　　雨　一有　嘉詞（胴？）古柳　我墨（黒？）言水　如水
　　　　　　　　の　の　　　　　　　　　の　の　　團水　定之　來山　伜自　園女　賀子　才麿　萬海　虚風
　乙　江戸の鯛
1元蘇十五（170勾年孟春　　　本材木町　和泉屋三郎共衛板
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　がとりあるき俳譜濁歩行　瓢者
　露月貼　一調黙東格黙　好柳瓢　竹翁瓢風子鮎　彩象
　黙　志琴黙　一銅瓢　舟山鮎　立和貼　露水黙　素桐識
　　扇山瓢　酵月織　一有鐵
　冠附赤ゑぼし　集者松葉軒
　　竹丈古扇　露月　嵐山
鶏霧たカ・蠕睦贈
　　露水瓢
　　前句虹なぞ句付　丹水評
　　　　　　　　　　　萬句寄　蝶々判　其飽
　俳譜つやら笠　内容
　　　　　　　の　ぐン　の　　前句冠附、萬句合勝
　　　　　　の　の　の　　萬句合　蝶々子判
　　紫川判　丹水判　鳳水判
　　　はなほたけ　俳講花畠
2　元蘇十五（1702）年九月
3元緑十六（1703）年正月
4寳永六（賀09〉年十月
5　正徳元（1711〉年霜月
曲水瓢雷雨貼
　日本橋　　萬屋
黙者
丹水　萬山　曲水
　日本橋　　萬屋
彩象 南谷　梅山。
日本橋　　萬屋
古竹貼。
　清兵衛板
丑年（寳永六）迄　竹丈判
汝巴　湖月
清兵衛板
清兵衛板
　　　　　　　　　　　　　日本橋　　萬屋　清兵衛板
　　　　此書は瓢者の名を掲げすして句主の表徳を載せ、
其間に楓組、翁組、巴組、櫻組、磯組、扇組、藤組、柾組、
　　ちとロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きぬた
橘組、衛紐、山王組、碇組、花組、錦組、旭組、確組、舟
組、椎組、瀧組、梅組、巴組、柳組等、組の名が廿二の多
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　　きに及べることは、後に川柳評前句附萬句合が、初めは総
　　て組の名斗りを掲げた先駈たるべく、叉句主の表徳も、一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳、柳女、柳角、鬼柳、青柳、心柳、柳枝、柳泉、河柳、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　　楊柳、工柳、夏柳、柳水、女柳、大柳、柳川、柳線等、柳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の字の有る者十七名を算するは、後に川柳の號を選んだの
　　に、何等かの縁故があつすZかのやうに域ぜられる。
6正徳二（1712）年　　伺萬屋板　　　そら　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ロ　俳譜察つぷて　前句笠付萬句勝寄　黙者
　　の　の　の　　　ロ　ロ　　蝶々子　竹丈　東菊　楓山　丹水　等
7享保十五（1730）年三月　　　　本町　　西村源六梓
　　　もンちどり　　の　の　ロ　俳譜百衡　萬句合　前句、冠、小倉、源氏、寄仙、講、國名附
　　　　　　　　の　ロ　　　　選者　自慮　蝶々子
　績眞砂　自慮選　前句集　　　　　同　　西　　村　　梓
　　　つがひ　　の　の　　　俳譜蝶番　萬句合拉冠附　　　　　同　　西　　村　　梓
　　の　の　の　　蝶々子判　白慮選　京、雲鼓選
　俳譜江β紫　前句冠文字理　　　　同　　西　　村　　梓
　　醐孚
8壬子（享保十七一1732年2）　　　淺草　　朝倉屋久兵衛板
　表裏わか葉　苔翁選
9享保＋八（1733）年　　　　　　　　　松寳軒清右衛門板
　　　　　　　　の　の　俳譜穫みどり　牧月
　丙　會林　藤井軒（京都？）
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○　享保十（1734）年十一月
冬至梅　奉納所々稗誌　　　　　　穿　　迎光蕎　雲鼓選
　　（本書の末尾に次の文あり流行の模様等を示す好材料の一
　である）
『寄句壼萬六千百五十六句
國員廿六箇國
ひとつ一此度寄句多御座候付選百番那増いたし景物とろめん帯進上
　仕候以上
　　享保十歳十一月吉辰
　　　　雲鼓御断申入候
　國々御好士よb御挨拶之詩歌勉螢句御書通被懸御意不淺奉
　存候返謝可仕義に候得共特外取込依而其義無御座候御用捨
　可被下候爲其以上
　　　　御取次之畳
??????????????若州小演富田町丹波屋八兵衛様
加州金澤堀川河岸町吉田理兵衛標
同所和泉町新保屋竿右衛門様
美濃大垣柳原紙屋與左衛門様
江州粟太郎梅木村鵡正寺標
駿州府中七間町一丁目かごや源左衛門榛
江州淺井郡曾根村善了寺機
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??????加州金澤尾張町雁金喜兵衛様
駿州江尻辻町菓子屋長右衛門様
甲府八日町一丁目今澤好元楼
第二節　柳樽の材料
　柳樽は前籔の冒頭に述べた通り、明和二年から天保七八年迄
の、七十一ニケ年の間に、百六十五六編出版せられナこが、本論
に關係のあるのは、初編から廿九編迄、それから比較の爲め少
し引用することのあるのは、珊編、珊一編前孚、舟四編前宇、及
　　　　　　　　　みび七十編の後宇櫻の實であるから、以下柳樽に就て言ふ所は、
其範園内に限るのであることを濫意する。
　前述の範園内に就ていへぱ、柳樽の第一の材料となつたのは、
　　　　　　　　　　　　　　　　ぐみれんくあヒよせ川柳評前句附萬句合で、i其他は同じく組連句合、川隻評の、奉
納句合、角力句合、別會鍍題萬句合、追善句合等である、而し
て編輯者は、初編から廿二編までは臭陵軒可有叉號木綿、登行
者は全部下谷竹町星運堂花屋久次郎、補助薩秀堂櫻木巷で、そ
れ以上の事は第三節柳樽の登行と内容の條で述べる。
　　　　　簗一項　川柳評前句附萬句合
1初代川柳
　　からゐ姓は柄井、名は正通、幼名勇之助、後八右衛門と改む、俳號
を（緑亭又は無名奄）川柳といひ、其租は東叡山寛永寺建立の際、
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法親王に随從して江βへ下つた宮侍である、代々寛永寺の末寺
泥る淺草の龍寳寺ぐ現今の榮久町四十番也）の門前町に住み、川
曳（人名と詩系の名と混するを避け、随時川婁の語を用ふ）は、
八代將軍吉宗時代の享保三（1718）年に、其門前町の家に生まれ、
長じて同町外数町の名主となる（川柳難誌第二懇第九號久良岐
氏話比較）、川柳といふ號の由來に付き、新編柳樽十九輯の夜宴
の序には、其住居たる新堀端を取り『其河岸なる柳をもてそが
儘號とせられ』とあり、一慮の参考にはなるが、其前後に於て、
柳の字を用ひた俳號の流行した、前節第三項乙5に述べた事實
も、全然無親することは出來譲やうであり、叉何となく萬葉の
『霰ふり遠つ近江のあと川柳ヌも生ふてふあと川柳』などを寓し
てあるやうな氣もする、かくて本論に所謂田沼時代の中、寳暦明
和安永天明及び寛政元年までの間、前句附の選者中最も馨明を
馳せ、寛政二（1790）年（大正十四年より百三十五年前）九月廿三
日、年七十三歳にて物故し、前述龍寳寺に葬られげZ、近年に至
って其年忌を螢む柳界の有志者が、次第に増加するのは、涙ぐ
ましき迄の善事である、二代は初代の子、三代は二代の弟、い
づれも不宵、四代以下は門弟の中から後を受け、十代まで纏い
　　　かンだが、斯る文藝にまで、家元呼ぱはbをする風は消r滅した。
　∬　前句附萬句合の先例
　明和六（1799〉年登行の柳樽四編、臭綾軒可有の序に『むかし
身々々の前句冠附は、蝶々子苔翁萬句合に名をならし、享保の
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頃牧月出て世話事に句意のおかしみを專らと選しより、江府在
々の組々迄これを好み、年毎に一萬の句員を集め、冷に其余風
残りぬ下略』とあり、其所謂むかし々々々は元腺寳永正徳より享
保頃に相當し、（1）蝶々子の名を鳴らした萬句合といふは、前笛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　 　　 　　 　もあちどり　 つが第三項乙の、3たから般、4つやら笠、6室つぶて、7百衙、蝶番
などを指すのであらう、総て孚紙二つ切り横綴で、川柳の萬句
合とは形式が違つて居る、（2）苔翁に就ては、其角の弟子に下村
堤亭（初代苔翁？）といふがあり（川婁出生の前年享保二一1717
　　　　　　　ラ　すい年披す）、其弟子に右壽衣苔翁といふ名がある、前節第三項乙8、
壬子と干支ぱかりを掲げた、裏表はか葉の序に、金龍洞堤亭齋
（苔翁二代？）とあるのが、即ちそれであらう、傍ほ川柳のと同
じ暦摺の孚紙形萬句合に、苔翁の名のあるのが、少し傳つて居
る、（3）享保の頃牧月出でとある、其牧月の名のある竿紙形暦摺
萬句合は、皆干支ぱかり記してあつで、享保であるか、其後で
あるか、牧月の名が、二代三代ありはしなかつたか、それらは
手元にある材料だけでは断定しかねる、（柳樽十八編扉比較）
　嬉遊笑覧上（活字本444頁）に日ふr前句附判者多き中に、寳暦
の末朋和の初頃、机鳥、露丸、川柳等大に行はれ、月次萬句合
として集る句敷凡一萬六七千、勝句四百四五十、孚紙五六枚に、
の　ののの　　　の暦の如く細字に印刻して摺る下略』其机鳥露丸の外、菊丈、豊久、
南華坊、錦紅、花鈴、春山、黛山、東月、桃人、飢狐、金桂、
東馬、萬龍、苔翁（三代？）などの名が有り、形式は同一で、時
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代もほや川柳と同時と思はれるのが、多少残つて居る。四編に
李雪齋机鳥の践あり。
　皿　川柳詐前句附萬句合創刊の年月
　柳樽四編の序に『上略愛に寳暦のはじめ淺草新堀端の考士川曳
萬句合登し下略』とあるが、賓暦のはじめでは年次が分らない、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の十八編（天明三一1783年刊）の扉に『川柳、寳暦七丑年初當卯年
迄廿七年に至下略』と記しナa昊陵軒も川里も現存して居た時代の
文であるから、それが事實であらう（珊編の序同榛〉、但予の所
藏の中では、其翌寳暦八（1758）寅年のが最も古いのである。
　VI川柳詐前句附萬句合の髄裁
　之を述べるのには、先づ一片の見本を掲げ、それに就て説明
するのを便利とする、次に掲げるのは明和元（1764）申年八月五
日開き萬句合摺物の一部：分である。
　1萬句合開巻日
　所掲見本第一行にある申は、明和三戊年かヌ，は同四亥年に登
行せられた柳樽三編の中へ、1から9までの記號のある句が抄録
せられて居るから、明永元年の申年たることが分かる。
　八月五日初開きとある日附は、川曳が選抜した句帥ち勝句を
披露（開巻）した日か、勝句の摺物を螢行しセ日か長く疑問とし
て居たが飯島花月氏藏篤本明和五子年萬句合、十一月十五日開
キ十二月四日田版、十一月廿五日開、十二月十八日出ノソの記入
あるを見、其全く開懸であつて摺物酸行日でないことが明燈と
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???????????????? ? ? ??????? ?????? ? ?????? ? ?? 》? ?? ? ??? ??? ? 〜、? ???? ?? ??? ????? ??? ??? ????? ? 、? ? ?? ? ? 、??
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　入
押麹し芝駒嗣い同画同同芝芝淺肺飯山華　　＋
町谷！ん　い　二軌谷田下田　武六霊ほ㌔　　片田醗川葬
幸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん町宿削込へ町下榎堀町町坂蝿板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳行
ザ武龍若あ老は　に　さ　　あ水若老初　櫻近
ふひふまっし1ふ　　評
との田つみつぜ　喜　木　　み仙松松瀬錦木江
なつ泥、
　摺物の創刊は、前の皿に述べた通り、寳暦七（1757）年らし
いが、同七年から十年までは手元に材料無く未詳、寳暦十一
（1761）年から、最後の寛政元年までは、毎年必ず八月五日が初會
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である、濁わ安永七（1778）戌年は七月五日となつて居るが、それ
は閏月であるから、やはり他の年の八月五日に相當して居る。
　毎年八月五日を以て初會と爲し、八、九、十、十一の四ケ月
間、叉年に因つては例外として十二月に跨弧毎月五日十五日
廿五日と、月三同五の日に開憲することは、始終獲る所が無か
つた、特に驚くのは、第一章第五節の35所掲、淺間山大噴火諸
國大飢饒の天明三年にも、39駈掲江戸大打壌はしの天明七年（定
信就職の年）にも、やはb例年の通り、其摺鞠が登行せられて
居る一事である、但し天朋七年八年の分は紙数が頗る少ない。
　2前句の形式。
　　　　　　　　　　　　　　　　こそ　見本第三行目から載つて居る、親ひ戯すれ云々の五句が前句
邸ち川隻が配付しπ課題の句である、前句は五七五のもあb、
七七のもあり、五文字ノ）もあ転その七七のものでも、例へぱ
申年苔翁評萬旬合の中には
　　　　　松の間から月はちよつこり
　　　　　とし　ゑ　　　　　年ナ曾ふり袖打ち交りゆく
　　　　　肴が出來て酒をあナZ》め
　など、ヌ巳年牧月評萬句合の中には
　　　　聲を聞いても心いそいそ
　　　　　書は書とてよるはよるとて
　　　　　高いところで見れ，ぱ格別
　など上七と下七と異つ髭形式のが加つて居るが、川隻のは、
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観ひこそすれ々々々々々々、はづかしい事々々々々々々、とい
ふ様に、同じ語を重ねた旬四個と、五文字一個とを用ひるのが、
始絡不愛の形式であつた、且此の就ひこそすれ云々のは、必す毎
年初會の前旬として出されたものらしい、第二會目以下のは、
年に因つて異るのが通例であれど、明和元年のと安永四年のと、
それから明和六年のと安永九年」）とは全部同様であ弧天明二
　　　　　　　　よ年から五年までは、止だ一同を除く外其池は同一である、而して
最終二年部ち天明八年のと天明九改元寛政元年（川隻物故の前
年）とのには、前句が省かれて居る。
　3前句の配付
　前述の如き前旬は、會毎郭ち興行月に月三岡配付し沈のでな
く、其年の分全部を、孚紙横二つ切二枚績きに摺つて配付した
ものらしい、始絡其通りであつたか否かは未詳であるが、安永
四（17775）年などは其一例である、冒頭に
　　　　r口演
　　各存標方御厚情を以年々前句繁昌仕恭仕合奉存候叉々當年
　　も興行仕候先達而紳に誓ひ申上候通り諸事爲かましき儀一
　　　　　　　　　　　　　　　　の　　切不仕正遣を專一と仕候尤も景物等も随分入念差幽候間ひ
　　とへに御隣慈御最負を以御出情奉願候
万句合　料十六穴 川　柳評
追而申上置候題の儀はその當日々々を相用一・切おくり
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　　　には不仕候』
　　　　の　の　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　とあ）、入花料が十六文であつナここと、景物を與へたこと、
純然たる哀訴歎願の語氣を帯べること、題は當日限りであるこ
と帥ち八月五日の分は十五日へ途らなかつたこと、などは注溜
すべき黙である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つけく　取次の手を経で前句の摺物を獲ナZ者は、それ々々附句を爲し、
入花料十六穴を添えて叉取次へ渡す、取次はそれを龍寳寺薗の
會林、集山方へ屈け、そこで集中し整理し獄て川曼選評の資料
としす乙ものらしい。
　4摺物の畿行
　見本第二目行に、萬旬合惣句高戴千三百八十六員、とあるは、
朋和元申年八月五日分の前句に劃する寄句帥ち集まつテZ購句の
合計を示したもので、其初會の入選句部ち勝句は七十四員であ
つた。
　寄句從つて勝句の多かつナZのは、前述安永四未年十一月五日
　　あひじるし開き相印智九枚板行などは其一例で、惣句高一萬八千六百二十
二員、県勝句が四百九十三員である。（天明五已年十一月五日開
き智九枚もほや同様〉。（明和四年義印拾枚）。
　かく多きは一萬何千、少きも千、二千の中から、多きは四臥
五百、少きも四十、五十を選抜勝句と定め、之を孚紙へ細字を
以て清書し、木板（叉は琵板）に刻して印刷した鰹裁が、暦のや
うであるから、暦摺萬句合とも聡ヘナヒ。
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　　あひじるし　5相印
　勝句が多く、一會分を二枚以上に印刷するときは、相印を附
けて其順序を示す、見本第二行目上邊相印天壼とあるが、其一
例で、下邊に武まひ板行とあるから、其會の摺物は二枚であつ
たことが分る、而して相印は必す、天漏宮梅櫻松仁義禮智信鶴
轟叶といふ順序になつて居る、文運を醍繭して、先づ初に天満宮
と崇め、其因縁で梅を前に置ぐなど、詞に無邪氣で可愛らしい
（尤も謡曲鉢木でも梅櫻松の順序である）、但し毎年此相印のあ
るのが、全部に渉つて居るのではなく、寳暦十一（1761）已年は、
八月五日初會の分が一枚板行無印、第二會目の十五日二枚板行
の相印が天で、それから順序通りの印があり、叉明和三（1766）
戊年の如く、十・一月十五日三枚板行相印信で納會となつた例も、
（明和四亥年亦同し）、安永四（1775）未年の如く、十二月十五日
三枚板行相印叶で納會となつた例もあり、天明七（1787）未年は
至都一枚板行無印、翌八申年は十一月の五の日三同に天満宮と
だけあって前後は無印、且つ十二月廿五日に納會が行はれて居
る、師走の廿五日の開きは、飽の年に無い例であるらしい。
　　くみ　6組
　前偶見本の句の下に、芝近江、山下櫻木、飯田町錦、などあ
　　　ぐみるのは組の名である、組といふのは、現今の川柳何々肚の支部
といふに似たもので、川里の前旬に封し附句をする者帥ら慮募
　　も　より者が最寄々々で組織した團膿である、名欝は其組の句の取次を
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し樹固人の號を冠したのと、それに關係無く特に選んだのとが
あつたらしい、何れにしても、その近江といひ、櫻木、錦とあ
るのは、投句者の表徳でない事だけは確謹がある、大正川柳12
8號墾照。
　7　川柳評前句附萬句合の最纏
　川隻の前句附萬句合は、前述の通り寳暦七（1757）丑年が剣刊
で（或は入年？）、明和、安永、天明、寛政と、三十三ケ年績き、
其物故の前年寛政元（1789）酉年が最絡であつ沈らしい、現今の
雑誌と違ひ、川曼軍猫の選句集であるから、其没後同…のもの
は登行のしやうが無いが、、其志を縫ぎ、同じ形式ノ。摺物が、連
中の見利、和笛、稻里、姦江（管江の事）、幸々などから登行せ
られ，て居る。1尤も其始終は分らない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　あは　　　　　　　第二項　前句附萬句合外の句合
　寳暦七（1757）丑年から前句附の萬句合を興行して、次第に名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くみれんくあレませ醒を鑛めた川曳は、秋興行の前句附萬句合の外、組i連句合、奉
納句合、角力句合、別會蒙題萬句合、追善句合などの選評を爲
し、其一部叉は全部が、柳樽に載つて居る。
　　くみれんくさはぜ　1組連句合
　其組連句合の摺物の中で、手元に藏する一番古いのは明和六
11769）丑年、市谷初瀬連、催主枡水、三枚枚行、五月より七月
に至る毎月五の日合計廿一同分、川柳誇のもので、冒頭の断り
■08 寛政改革論と騨樽り敦版
書に
　ぽ當秋定會迄何とやらん徒然にまかせ、正月五日より月々五
　五の會興行し板行にちりぱめ誠に好道をあらはすのみか』
　とある通り、前句附萬句合外の某連句合の一例で此句合の句
から、柳樽六編へ冊九句、七編へ一句（六編と重複）、九編へ六
句抜録してある。
　（本田漢花坊民の藏本に酉年二月七日開キ春樂三評川柳、机烏
露丸、飯田町中坂錦組連といふ一枚摺あり、明和二年なるべく
其前にも同様の組連句合ありしやも知れぬ〉
　他の一例は、廿四編の憲頭に、八重垣連會の句合で川曳評の
もの》後部か載せてあるのであるが、其前部の所在は未詳
　連中の句合で柳樽外に濁立しすa、ほぼ柳樽と同型の冊子に次
のやうなのがある、固より川里の評である、
　1　川傍柳四騰　初編安永九（1780）子年
曝難灘触襯瑚三（・785）卯年
　　は　こやなぎ　3貌姑柳　全　　　天明五（1785）巳年
　　　こ　　り　4　柳籠裏　初？三編天明六（1786）午年
　5　俳風玉柳　　　　天明七（1787〉未年
五奉納句合
1柳樽九編　安永三取鴛74）年登行、にあるのが最初で、其
内容を序丈にある鋪く、星蓮堂（花屋久次郎）の心願に塵り、不
忍へ奉納する爲め其夏催しだ旬合の句の中、四十を載載しねも
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0）である。
　2同廿三編　寛政元（1789）酉年？登行、本郷天満宮奉納旬合
の句が、第二次の例である。
　III角力句合
　柳樽十編に六十句載つて居るのが最初で、序文に『星蓮堂（花
久）の濾し當春（安永四一1775末年春）相撲會を取結び、番勝六
十員の秀吟を愛に顯さん事を乞ふに任せ諸組は略し好子の表徳
を記す猫亦來申の春是を例として角方會催の節ゑいとう々々の
大寄せ書難希のみ』とある通帆其後は毎年正月叉は二月三月
に角力會を催し、川曼物故の前年泥る寛政元一1789酉年螢行の
廿三編迄は、毎編其年叉は前年の角力句合の句が探録せられ、
かくて角力會の句は、前句附萬句合に次く㌦柳薄に劉する多数
の材料の供給者であつナε。
　IV　別會象題萬句合
　此種のものは、天明二一1782寅年登行、柳樽十七編の後雫に、
櫻題萬句合書抜、として止だ一會載つて居る。
　V　追善句合
　1柳樽廿一一編　天明六一1786午年登行、にある女柳追善句合
が最初で、明記をしてはいが、恐く川璽の評であらう。
　9　廿三編　寛政元一一1789、酉年費行の、末尾に前天明八一17
88申年七月廿八日開き、，呉陵軒木綿（可有）追善旬合の旬のある
のが、此種の第二次で、これも多分川聖評であらう、但し叉疑
1■o 寛政改革論と’櫛橿の改版1
はしき黙もゐる．
　3廿四編末尾
評である。
川曳追善の玉柳は管江（朱羅）葉十、和笛等の
第三項　川曳の選評と江戸座の俳譜
　川曼の幼時に於ける學歴、特に前句附及び俳講等の修業の纒
過に付ては、今日まで、未だ的確に其事實を傳へね資料に遭遇
しない、一時檀林風の俳諮の黙者をしたことがあるらしいとも
いはれて居るが、やはり確實でない、然し川聖の批評眼が寳暦當
時及び其前の江戸座の俳諮に胚胎して居ることは明である、其
確護とし℃、川里の前句附萬句合創刊の（寳暦七一1757〉年より
　　　　　　　　　　　　むたまがば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きん前に刊行せられナヘ紀逸撰武玉川、英屋撰時宜録、晩成齊編金
すなご　　　　　　　　　　　　　わらのこ　　なヒと
砂子、竹翁逡稿董の的などの句、其他初編の刊行は明和五（勾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つのぜり68）子年でも、寳暦及び其前の撰句を載ぜπ、俳講鯖、の初編
二編等の句の頗る多敷が、川里評萬句合』又は柳樽の句と酷似し
て居るのみならす、全く同一の句の彼と此との双方に出て居る
のも、少くないのである、其中少しばかりの例を示す。句の末
に同とあるは萬句合叉は柳樽に同一の句の載つて居るしるし、
似とあるは類似の旬のしるし。
　1　武玉川　慶紀逸撰（註、紀逸は二代あり其角の門人湖十の
　　　　　　門よ今出づ）
　初編　寛延三（1750〉午年　本町　松葉軒萬屋清兵衛板
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　　　　い　　低く言ひ高く笑ふは面自き
　　幅欝の機嫌も精の締の心
　　ぬし　　　　　　　　　　　　　　　　わたしもり
　　主の無い扇をつかふ渡守
　　　　　　　　　　　よりかン　　生酵のうしろ通れ，ば寄懸り
二編寳暦元（1751）未年　同萬
　　鰻買つて他所の流しへ持つて行き
　　針仕事輕くなつて夏近し
　　叉一度十六七で人見知り
　　かるわざ　　輕業へ残り少く田々當たも
　　　　　　　　　　　　こと　　　友蓬のヒヤヒヤ思、ぷ春め詞
三編寳暦二（1792〉申年同
　　こわめし　　わけ　　強飯の鐸も知らすに目出度い日
四編　寳暦二？三？　　　　　　　　　同
　　う　　つら　　鵜の面は人の心の外へ出し
　　仲入のアツタラロヘ風を引き
　　朝飯を母のうしろへ喰ひに出る
五編寳暦三？　　　　　　　　　　同
　　かるわざ　　　　　　　そ　　輕業を見て反り橋をふところ手
　　竹の子は盗まれてから番を附け
　　御内儀の手を見畳える縫箔屋
　　勘忍のイツチ仕舞に肌を入れ
　　　　なぎなた　　熊坂の長刀とても盗み物
????????????????????????????????????
??
?????????
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六編寳暦四？
　　火貰ひの吹き々々人に突當り
　　書顔はどちらの露も間に合はす
　　　　　ふ　　我顔の殖ゑたと思ふ稻ひかり
　　汐干狩さすが見て居る女形
　　すゆかさ　　　　　　　　　　　　　　まこもか
　　菅笠の中へ精解く翼菰刈り
　かむろ　　禿よぐ大事の事をいはぬな）
　　すつぽん　　泥縮に笄まれた夜の暖かさ
　　　　あが　　いナこぎ　　病み上り頂く事が癖になり
七編　寳暦四（1754）戌年
　　むらちう　　村中の智恵を集めて仲直り
　　　　　　　　　よ　　年忘れ忘れすと可い人ばかり
　　　　　　　　　　　あんまとり　　關取のうしろへ沈む按摩取
八編　寳暦五（1755）亥年
　　　　はつ　　藥箱初に持沈せて振り返へり
　　　　　　はしご　　無残やな階子の下の草履取
　　　　　　　　　　うそ　　紫屋これも同じく嘘を突き
　　蜜過ぎの娘は琴の弟子を取）
　　黒木責大事にあとを振り返）
　　螢取蔭一人出されの人ばかり
　　四五人の親とは見え鳳舞の袖
　　女形女房はかり年が寄り
同　　板　　元
????????
同　　板　　元
???
同　　板　　元
????????
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九編　寳暦五？六？
　　調法なもの、邪魔7ぶは女房なり
　　　　　　おの　　迷ひ子の己が太鼓で尋ねられ
　　　　　　　した　　關取の乳より下に人だかり
十編　寛暦六（1756）年
　　なまか　　生噛みな事も受取る若盛り
　　懸ら人隣へ腹を立てに行き
　　ものまラロ　　物申と㍉・はる、までに成上り
　　胸倉を取つてのあとが女なり
　　ちうゆん　　　　　　　　　　　　　　すご　　伸聞に餅を喰はせて凄くなり
十一編
　　塔の澤ふなんとしをして暇乞
　　　　　ちの　　つま　　　　　ほ　　元日の塵も摘んで投り出され
　　嬉しさの木に突當る放し鳥
　　いきにえ　　こはめし　　生蟄の強飯とまで治ま勢て
　　わらんじ　　　か　　草鞍はi斯う召すものと涙組み
　　つき　　：米春の休む間に難を抱き
　　籔入の仕舞の指は木挽町
　　キリギリス背中の．上に膝頭
???
同　　板　　元
寳暦七（1757）丑年（帥、蒸都枝析初編）
?????
???????? ????
十：二編（寳暦八？）乃至十八編（安永五一一1776）略す。
II誹譜時宜録　時宜董英屋撰
前編　寳暦三（1753）酉春　　池の端　和泉屋に仁兵衛改板
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IV
羅漢堂我夫に似て珠敷を切り
i猟人の妻はこはごは孕みけり
勢咳は諦判のつく病なり
我ゲ夜膏へ冷たく戻る明けの鐘
ゆぴぬき
指抜は握つた人の手に獲り
女房の有るのが知れて喰付かれ
浄瑠璃のときどきまぢる元結こき
i拝むとは鯨ほど拙き口説きやう
　　きんすなご俳譜金砂子　紀逸序　晩威齊編
　寳暦四五年頃上下
降参の顔を慰さむ自拍子
八陣の出口に迷ふ臼拍子
降参の扱ひ濟めばひだるがり
手向水一荷で足らぬ泉岳寺
懸でない付け差しを呑む懸り人
　　　か　 ぜ癌氣をも風邪にして置ぐ女形
　　わらは　　まと誹譜量の的　　　　　　　竹翁遺稿
寳暦四（1754）戊年　　　　本石町
　　　　　　　　　はな二つ目は子にねだられて放し鳥
　　　　　すご　　ちうゆん餅を喰はせて凄い仲間
ヰむき眞向に抱くと笑ふ病人
飲むと力の強い新造
????????
松葉軒萬屋初板？
　同
　同
　似
　同
　似
　同
雪丸校合
堀野仁兵衛板
????
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　　　　　やりて　　　カめ役者かと覗く遣人も形ぱかり
身代の崩し初めは紋所　　（長鶴鮎）
　　　　　　　　　ゼと煤掃に臼も佛も梅が元
　　　　　よくいろいろの欲を含めて放し鳥
鵜の面ヘイマ・・の鰻からみつき
昔から湯殿は智悪の田ぬ所　（春來黙）
??????
　此の如き同一又は類似の句を濫ぐ比較したらば、頗る多敷に
上るのである、それは、川曼が前句附の選評を公行するやうに
　　　　　　　　　く　ぬしなつてから、同一の句主が他の宗匠と川里との双方へ出し℃、
双方の選に入つたのかと解すべき理由がある、而して他の宗匠
の抜いた句を、再び川里が拠寸Zに付て、不季を抱く者もあつ
ナZ爲か、安永四年（1775）の前句配付の摺物に、次の如き断書が
添えてある。
　ひとつ　『一、私不才のものゆへ故事古句存不申候
　　一、御旬類句にて突き合候御句御座候共御趣向よろしき御
　　　句の方勝句に差出申候依之類句は一切構不申候御同句は
　　　出し不申候』
　川隻に限らす何人でも、叉昔でも、今でも他の瓢者の撰んだ
句を壷く記憶し、それと差合つナεものを除くことの不可能なる
は、言ふを侯テZない。
　　　　つのきり　V　俳譜鰭　　露竹舎塞成編　（二編以下略）
　初編明和五‘1768）子奪初歓　　　　花屋久次郎板
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　　われ白粉は我を苦にする始なり　　　油原黙
此樽119ウ肚かしさ知つて女の苦の始）
是れ切りと子に噺つて杜若
吊の供も見て行く初松魚
放し鳥手前勝手を云ひ含め
女房の崩しはじめは結び髪
張合にすこしの毒は喰て見る
生酵のとき抱き付た斗り也
か沈ちは炬燵首は人間
　　　　あたま　　　　ぷん七幅のどれも天窓に申し分
やみあが
病上り物い泥、くが癖になり
紙雛に角力取らせらる男の子
　　　しきみみどり誰が爲の春か掻も線して
　　　　ことわり行かれぬといふ噺は女房の手
一漁黙似
晋阿鮎似
長隠黙似
紀逸黙似
津富黙似
寸松黙似
季大黙似
吉門貼似
春堂黙圃
渉十黙同
不信貼同
白頭鮎似
第三蟹1　柳樽：の襲行と内容
第一・項　柳樽：の襲行
1柳樽の編輯者奥陵軒可有叉の號木綿
柳樽の初編かβ）廿二編までの編輯者を、臭陵軒可有叉の號を
木綿といふ、明和二酉二（1765）酉年秋登行初編・ノ序に
　rさみセれのつれづれに、あそこの隅二＞の棚より、ふると
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　がなむ　しの前句附のすりものをさかし出し、机のうへに詠る折ふし、
　書犀何某來りて、此儘に反古になさんも本意なしといへるに
　　　　の　の　　　の　の　の　の　の　し　の　の　の　　ぎす　まかせ、一句にて句意のわか胱安きを畢て一帖となしぬ、な
　かんづく當世誹風の蝕情をむすべる秀吟等あれぱ、いもせ川
　　　　　　ときに　柳樽と題す、干時明和二酉仲夏　淺下の麓異陵軒可有述8
　とある通り、前句附の前句を除きて意味の通するものを、序
文一枚の外、本文小孚紙形四十二枚、孚枚九句、合計756句載
　　　　　　　　　　　こあろみせて螢行し、たのが、即ち最初の試である、前句を除いね瓢、小
孚紙形に摺つた鮎は、主として前笛第三項1に墨げナヘ慶紀逸
　　むたまかはの六玉川に倣つたものらしい。
　二編以下に於て、三編の序（十一編乃至十七編序蹟無し）の如
く可有叉は木綿と明記してない分も、其作者及ぴ編輯は同人で
　　　　　　　　　うたん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひらあつテZに相遽ない、廿編雨諺の序にr昔々三十年も昔より開き
毎に上名護屋（原丈の儘）をはづさす、おのづから名にしおひた
る翁あり、i連中いかつてこごとをいへぱ・ごりやうけん々々々
々々々、とわびて笑ふ、そが年々組泥てねる柳樽はや二十とい
ふに及ぷ下略』とある通り、御了見々々々といへる口癖から、途
には臭陵軒アノソペシ（可有）と號するに至つたB・nhommeであ
つテZらしいが、天明八（1788）申年五月廿九日
　　雲晴れて誠の塞や蝉の聲　　　　　　　　　木綿居士
　の一句を餅世として物故しナa。
　廿三編以下の編輯者のことは、第二項柳樽の内容で摘示）に睾
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げてある。
　工【柳樽登行者　花屋久次郎　號管裏
　柳樽の奥附に、登行者を花屋久次郎（久治郎とも奮次郎とも）、
補助櫻木奄としてある、その花屋は星運堂といひ、柳樽外の俳
書もカナリ多く登行して居る、號を管裏といふは、住居の竹町
　　　　　　　　　　スガハラ　　スガウラが天紳の側であるから管原＝管裏を洒落れて取つたのであら
う、或は管裡の字を用ひ、改めて管簿‘六十九編序）とし、カン
　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　　　カミナリヤリ々々々の暑から雷成舎（骨九編序）といひ、廿六編を最切に、
七十編までの中、多数の序文を書き、六十一編其他に句も見え
る、むヲ、文でヒ十五改元文政元（1818）寅年登孝テ七十編以後には…其
序文見えす、七十二編の序文の作者管子は渠の子と思はれる節
があるから、恐く1文政元年頃に物故したのであらう。
　III渠陵軒及ぴ花久の功績
　川婁の批評眼が一頭地を扱いて居たことは雫ひは無いが、其
時代を同うしセ牧月苔翁などの萬句合とて、必すしも捨てたも
のでない、に拘らす、濁り川聖の名を檀にし、艶系統の短詩に
其名川柳を用ひるに至つたのは、一句立を以て柳樽を編輯しセ
呉陵軒、及びそれを登行して日本國中に廣め泥花久、この爾入
の功績が大に與つてカがあつたと云はねばならぬ、その爾人の
菩提所が今日まで知れぬのは遣憾である。
　IV　柳樽の初版
　初編から研編までの初版の輿附は、次の如くであるぐ其後亦
暫く同じ）
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　上に掲げた左側のは柳樽初編、右側のは三編の奥附の形式で、
毎編の印刷及び登行が最初から何同繰返へされたかは分らない
が、左側のは初版のであること一瓢の疑なく、之を入手するに
は多くの年月と苦心とを費した、右側の如く第一豊に　刻　補
助　櫻木奄　とあり第五蓬に　星蓮堂　花屋久次郎　とあるの
は、大髄に於て初版のものと看傲してよろしい、但し奥附は登
行所を示す乏岡時遊へ主として廣告用に供せられる爲め、甚し
き時代違の刊行物に、後から貼用せられとのも少ぐない、こと
を沼E意せね臆～ならぬ。
　　　　　　第二項　柳樽の内容（摘示）
　本項に於て柳婬の内容を摘示するに當外特に異つた記述が
無けれぱ、常に次の如くであることを涯意する。
（1）登行者　星運堂花渥久次郎　補助　薩秀堂櫻縄
（2）編輯者　呉陵軒可有ヌ號木綿　序文岡
（3）取　材　本文川柳評前句萬句合抜録
（4）句　敷　二編本丈39枚、年放八句詰を除く外其飽は孚枚九
　　　　　句詰が遍例
（5）西　暦改元の年のみ上邊に示す
初編　明和二（17⑤酉年七月駿行　43放　756句
　序1枚　本文42枚
梛章三第 樽 ユ2ユ
二編無記（明和三年』叉は四年）　42枚　660句
　扉宇枚　本文39枚、孚放八句詰　末尾歌柚　可有序、句36
三編　賜和五子年七月　　　　　　42枚　　747句
　序孚枚無名（恐可有〉　本文41枚竿
四編　明利六丑年七月　　　　　42放　　720句
　序1枚　践李鐙齊租鳥1枚　本文40枚
五編　明和七寅年七月　　　　　　42枚　　737句
　序牢枚　裏櫻花見幕組連名記入　本文41枚一句減
六編　明和入卯年七月　　　　　　42枚　　727旬
　序孚枚　口檜梅に短冊表徳記入1枚　本丈40枚牢2旬減
　　　　　　（1772）
七編　安永元辰年七月　　　　　　42枚　　鴨8句
　序一救本文41枚
八編　安永二己年七月　　　　　　42枚　　728句
　序孚枚　口絡表徳列記士俵見立1枚　本文40枚牢1句減
九編　無記（安永三午年）　　　　　42枚　　751句
　序四行　首不怨奉納句（奉納旬掲載の最初、句の下に表徳翻
　ち雅號を明詑するの最初）40句、本文39枚孚
十編無記（安永酋象年）　　　　42枚　　744句
　序寧放　懇首當暮角力會句3枚孚60句　本文38枚684句　此以
　後費三編迄毎編角力句合の句を載せ、其表徳を朋記す
十一編　安永五申年　　　　　　　42枚　　745句
　扉題字縁江宇枚　懸首當申正月角力句合4放52句　本文38枚
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　竿
十二編　無記（安永六酉年）　　　42枚　　745句
　扉細見見立組連名孚枚本文β9枚竿2句減、懇末　當酉二月角
　力句合2枚36句
十三編　無記（安永七戊年）　　　42枚　　748句
　扉懸額見立組連名孚枚本文39枚　憲末當戌春角力句會46句
　（尾孚枚12句詰）
十四編安永八亥年　　　　　　　　44枚　　772句
　扉櫻に短冊組連名記入下に制札見立孚枚　本文27枚雫後雫
　當亥春角力句合15枚竿2句減277句
十五編　安永九子年　　　　　　　42枚　　749句
　扉角力立看板見立組連名及寄句数記入孚枚　本文37枚竿　懸
　末當子正月角力句合4枚74句（末尾孚枚12句詰）
　　　　　　（1781）十六編　天明元丑年　　　　　　　42枚　　746句
　　　　ツノキリ　扉俳講儀式に組連名所在讃込附合竿枚本文38枚懸末嘗
　丑正月花角力句合書抜3枚孚62句
　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ十七編　天明二寅年　　　　　　　40枚　　709句
　扉題字孚枚懸首営寅正月吉例角力句合三枚50句本丈20枚
　　廿三枚裏柳に鶯圖竿枚、追丁廿四枚乃至廿八枚は総ての本
　に無し　悪末當寅三月別會櫻題萬句合書抜299句、此種条題萬
　句合唯一の例
十八編　ヲ棚三卯年　　　　　　　42枚　　748句
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　扉東都前句萬句合判潔連名・竿枚　本文38枚、憲末當卯正月吉
　例角力旬合3枚宇64句
　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ十九編　天明四辰年入月　　　　　40枚　　702句
　扉題字宇枚　本文27枚孚　懸末當辰春花角力會、計三會11放
　孚199句　怒尾鯨加竿枚8句
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆる　　　　　　　　　ゆ二十編天明五己年多　　　　　40枚　　682旬
　序1枚雨舞幌陵軒外序文の初〉　本文27枚宇　：巻末當己春吉
　例角力會、計二會開き11枚187句
廿一編　天朋六午年九月　　　　　42枚　　743旬
　憲首1枚竿臭陵軒引用亡友遣啄20句　本文28枚宇　怨未賞午
　iE月吉例角力句合3枚4行56句、懇尾同午三月廿七日開女柳追
　善合（此種掲載の初）8枚竿5行154句
天明七未年　休刊
廿二編　天明八申年七月　　　　　42枚　　723句
　扉竿枚上邊辻駕圖下邊口上左側渠陵軒序4行、本文29枚牢6行
　憲末當申正月吉例花角（力字脱〉會1枚竿鯨36句、四月開角力
　會9枚孚鯨168句、懇尾二代臭陵軒の木綿居士（即初代臭陵軒）
　追善會句豫告（木綿は本編を編輯し其登行を見すして此年物
　故せしならん）
　　　　　　　（1789）
廿三編寛政元酉年七月　　　　　42枚　　729旬
　扉孚枚上邊扇面圖　下邊如狸序　編輯亦同人？　本文25枚、
　次に當酉正月サ置日開花角力會5枚蝕96句、次に同酉三月開
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　本郷天満宮奉納句合4校72句、霧末木綿追善會旬5枚宇1（庵句、
　木綿門葉追善7句
　本編に於ける本文の配列は特種の分類法に依れり
寛政二戊年　休刊　此年九月廿三日川婁物故
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　ロロの廿四編寛政三亥年九月　　　　　43枚　　626旬
　序孚枚花洛奄一口　編輯亦同人、裏竿枚東橋筆壇里官像、懸
　首酉（寛政元〉年八月十一日開川柳評八重垣組蓮會之絡2枚雫
　3行45句、本文26枚4行窟未（川更）逡善玉柳管江（朱羅）序
　：大字2枚弱　句9枚孚管江葉十和笛評計154句
寛政四子年休刊
寛政五丑年休刊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆゆの廿五編　寛政六寅年秋　　　　　　騒枚　　570句
　和笛選句　序1枚市中奄扇朝　編輯亦同入、懸首（寛政五丑年
　玉印角力曾？）5枚宇2行101句、本文26枚1行469句　末葉裏末
　　　　　　　　　　　　　西紺屋町萬　屋　忠藏
　　　　　　　　　　　　　下谷竹町　花屋久次郎
　とあり萬屋初見、駿1枚子誠
膏六編　無誠ぐ寛政七卯年撃）　　41枚　　質5旬
　和笛撰句　序1枚星運堂管裏（花屋久次郎事）、編韓亦同人？
　丁敷順序諾書不同　本丈40枚、全：部旬主表徳を瞬記するの初
　め
寛政八辰年　休干喫
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寛政九已年　休刊？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆごり背七編　寛政十午年春　　　　　　33枚　　569句
　和笛撰句　序1枚無名（管裏？）編輯亦疑人？、本文32枚
　丁敷五以下餐丁看下隅大字瞬灘、異鰍、
廿八鑛，寛政十一来年八月　　雛放　589句
　和笛撰句序1枚管裏編輯亦同人？、丁順不整本文31枚
　547句（孚枚九句詰九句詰不整）懇末羽州山形連會3枚42句
廿九編寛政十二申年八月　　　　34枚　　590枚
　和笛撰　序1枚雷鳴含管裏編輯亦同人？、本文26枚憲末
　芹丈追善7枚一23句
靭編乃至廿九編公計20508句
寛政十三改元享和元（1801）酉年休刊
享和二戊年　休刊
享和三亥年　休刊
　　　　　　（1804）三十編　文化元子年　　　　　　　36枚　　630句
　川婁撰句　序1枚花洛奄一ロ　編輯同人　其序に日ふr川隻撰
　の秀句柳樽廿四篇に満、五五の篇より廿九篇までは和笛氏の
　詳なりしを予叉古翁の撰置れし句にて三十篇より嗣篇し諸君
　の御求鷺をこひ訟がふのみ8本文35
辮一一編　文化二丑年秋　　　　　　38枚
　川婁撰紳肚奉納句　1乃至30枚表　序竿枚　玉章　編輯亦同
　人　懇末和笛追善句（文日堂評）
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蹴四編　無記（文化三寅年？）　35枚
　序孚枚管裏　編輯亦同入？　1乃至18枚川聖撰？
　　　　　　（1818）七十編　文政元寅年春　　　　　　36枚
　序1枚管無　懇末16乃至35枚川柳評萬句合抜書さくらの實
　柳樽の中に萬句合の前句及び○▲xの印までを附して褐載し
　詫る唯一の例、347句
